
井
上
円
了
の
『
大
乗
哲
学
』

1
ー
富
永
仲
基
『
出
定
後
語
』
再
考
－

大
　
鹿
　
実
　
秋

は
じ
め
に

≠キ」］：Plrの「ノ（：乗〕プ「「1▲｛：」

　
学
祖
井
上
円
了
研
究
第
一
部
門
は
学
祖
の
撰
述
を
解
明
す
る
こ
と
を
そ
の
課
題
と
す
る
な
か
筆
者
の
分
担
は
そ
の
『
大
乗
哲
学
』

で
あ
る
。
著
者
自
ら
こ
の
『
大
乗
哲
学
』
な
る
書
名
に
つ
い
て
殊
に
述
べ
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、
大
乗
仏
教
が
宗
教
で
あ
っ
て
単
な

る
哲
学
で
な
い
か
ぎ
り
は
、
「
大
乗
」
と
「
哲
学
」
と
の
二
語
の
複
合
語
で
あ
る
大
乗
哲
学
は
「
大
乗
の
哲
学
」
と
依
主
釈

三
㊦
U
め
邑
m
巳
　
ユ
ぴ
穗
「
ヨ
一
】
屋
亘
〉
巾
）
に
読
ま
る
べ
き
で
は
な
く
て
「
大
乗
仏
教
即
哲
学
」
と
持
業
釈
（
匙
¢
。
・
∩
「
壱
ご
＞
6
　
巳
告
ぼ
∋
［
二
①
－

｛
ぞ
⑦
）
で
読
ま
る
べ
き
こ
と
は
断
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
す
な
わ
ち
学
祖
の
『
大
乗
哲
学
』
は
大
乗
仏
教
の
哲
理
を
述
べ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
哲
理
の
こ
の
語
は
行
業
に
対
す
る
語
で
あ
っ
て
、
学
と
行
あ
る
い
は
知
と
行
と
の
合
一
が
宗
教
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
と

き
の
学
、
知
の
教
理
を
指
す
も
の
で
あ
っ
て
行
の
実
践
に
対
す
る
語
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
た
断
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
初
め
に

『
大
乗
哲
学
』
を
そ
の
目
次
に
よ
っ
て
内
容
の
大
略
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
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心
見
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・
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…
：
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・
…
…
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…
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・
・
…
…
…
…
…
：
：
・
・
…
…
…
…
・
…
…
・
…
…
…
一
六
六

　
第
六
講
　
　
結
論
…
…
…
…
…
：
…
・
…
：
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
・
・
…
・
・
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
：
…
：
・
…
・
…
…
：
…
・
一
八
三

　
附
講
　
　
　
大
乗
仏
説
非
仏
説
の
断
案
…
…
…
…
…
…
：
－
…
：
…
…
…
…
…
－
…
…
…
…
…
・
；
：
・
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
…
一
八
九

　
以
上
が
『
大
乗
哲
学
＝
の
目
次
で
あ
ろ
。
こ
れ
に
依
る
と
第
一
、
第
二
お
よ
び
補
講
の
三
講
の
一
群
と
、
特
弔
三
・
第
四
・
第
五
・

第
六
の
四
講
の
一
群
ヒ
の
二
群
か
ら
本
書
が
成
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
二
群
の
な
か
何

れ
が
主
で
あ
り
何
れ
が
従
で
あ
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
学
祖
み
ず
か
ら
、

　
此
ノ
（
小
乗
大
乗
仏
教
二
）
「
貫
ノ
理
脈
ヲ
探
求
シ
、
其
ノ
系
統
、
其
ノ
発
達
ヲ
論
明
ス
ル
ハ
、
実
二
仏
教
哲
学
ノ
問
題
ナ
リ
。

　
今
余
へ
此
二
題
シ
テ
大
乗
哲
学
ト
称
ス
ル
ハ
、
専
ラ
大
乗
ノ
理
脈
、
系
統
、
発
達
ヲ
究
明
ス
ル
ニ
ア
レ
ド
モ
、
其
ノ
緒
論
ト
シ
テ

　
大
乗
卜
小
乗
ト
ノ
関
係
異
同
ヲ
論
述
セ
ン
ト
欲
ス
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
緒
論
、
一
頁
）

と
述
へ
ら
れ
て
い
て
、
初
め
の
一
群
は
後
の
一
群
の
究
明
に
先
だ
っ
て
「
大
乗
」
な
る
用
語
の
規
定
を
行
っ
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を

明
か
ふ
・
、
れ
て
い
る
。
事
の
本
末
を
顛
倒
し
な
い
こ
と
を
事
あ
る
ご
と
に
学
祖
は
読
者
に
敵
言
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
お
い
て

我
々
は
『
大
乗
哲
学
』
の
主
論
文
と
従
論
文
と
を
取
り
違
え
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
仏
教
に
お
け
る
一
大
事
は
菩

提
を
証
得
す
る
こ
と
を
措
い
て
ほ
か
に
は
な
い
。
菩
提
へ
の
肉
迫
、
菩
提
の
開
顕
こ
そ
仏
教
の
↓
大
事
で
あ
っ
て
、
大
小
乗
の
別
異

を
論
ず
る
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
優
劣
を
論
ず
る
こ
と
で
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
仏
教
口
恥
已
合
言
が
仏
、
覚
者
口
戸
五
牛
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言
釈
迦
牟
尼
仏
の
教
え
で
は
な
ー
、
仏
以
外
の
何
人
か
の
説
で
あ
る
と
仏
教
非
仏
説
が
世
に
唱
え
る
に
至
っ
て
は
、
こ
れ
は
正
に

仏
教
の
一
大
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
な
け
れ
ば
あ
れ
も
な
い
と
き
、
こ
れ
は
本
で
あ
っ
て
あ
れ
は
末
で
あ
る
と
言
わ
れ

る
。
『
大
乗
哲
学
』
に
お
け
る
前
述
の
初
の
一
群
は
こ
れ
で
あ
り
、
後
の
一
群
は
あ
れ
で
あ
る
と
い
う
関
係
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ

て
大
乗
仏
説
非
仏
説
は
成
道
成
覚
に
お
い
て
は
本
質
的
に
は
枝
末
の
問
題
で
あ
っ
て
も
仏
教
の
起
源
に
係
わ
る
点
で
は
本
源
の
根
本

問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
か
、
学
祖
は
第
三
・
第
四
・
第
五
お
よ
び
第
六
の
四
講
に
匹
敵
す
る
紙
数
を
大

乗
仏
説
非
仏
説
を
論
ず
る
第
一
、
第
二
お
よ
び
附
の
三
講
に
費
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
大
乗
哲
学
』
の
主
論
点
で
あ
る
成
道
論
を
述
べ
る
後
の
一
群
に
つ
い
て
は
後
の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
で
は
大
乗
仏
説

非
仏
説
に
つ
い
て
、
ま
た
そ
れ
に
対
す
る
学
祖
の
意
見
を
『
大
乗
哲
学
』
に
拾
い
な
が
ら
、
富
永
仲
基
『
出
定
後
語
』
を
考
察
す
る

こ
と
に
す
る
。
論
題
を
富
永
仲
基
『
出
定
後
語
』
再
考
と
名
づ
け
た
所
以
で
あ
る
。
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第
一
講
　
大
乗
名
義
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
マ

　
学
祖
の
陳
述
は
重
複
を
意
に
介
し
な
い
か
ら
講
義
の
題
目
は
異
っ
て
い
て
も
内
容
に
つ
い
て
は
大
し
た
差
異
を
認
め
が
た
い
点
な

し
と
し
な
い
。
第
一
講
の
「
大
乗
名
義
考
」
は
緒
論
の
末
尾
に
お
い
て
、

　
是
レ
ヨ
リ
本
論
二
入
リ
、
最
初
二
左
ノ
ニ
題
二
就
キ
テ
辮
明
セ
ン
ト
ス
。

　
　
第
一
段
　
大
乗
名
義
考
（
大
乗
ハ
何
ヲ
義
ト
ス
ル
カ
ヲ
述
べ
、
併
セ
テ
小
乗
ト
大
乗
ト
ノ
別
ヲ
明
カ
ス
）

　
　
第
二
段
　
大
乗
仏
説
論
（
大
乗
ハ
仏
論
ナ
ル
カ
非
仏
論
ナ
ル
カ
ヲ
論
ジ
、
併
セ
テ
余
ガ
大
乗
非
仏
説
論
二
対
ス
ル
意
見
ヲ
示

　
　
　
　
　
　
ス
）
。
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と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
↓
講
、
大
乗
名
義
考
に
お
い
て
は
、
大
乗
（
日
①
訂
葛
墨
）
の
意
義
が
梵
漢
の
諸
経
論
に
依
っ
て

検
討
さ
れ
、
併
せ
て
そ
の
小
乗
と
の
差
異
関
係
な
ど
が
述
べ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
緒
論
の
初
め
に

　
夫
レ
仏
教
ノ
法
門
ハ
八
万
四
千
ノ
多
岐
二
分
ル
ル
モ
、
其
ノ
大
綱
ハ
大
乗
・
小
乗
ノ
ニ
大
門
二
外
ナ
ラ
ズ
、
而
シ
テ
仏
教
ノ
玄
旨

　
妙
致
ハ
独
リ
大
乗
中
ニ
ア
リ
テ
存
ス
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
頁
）

と
述
べ
て
大
乗
と
小
乗
の
優
劣
に
も
触
れ
つ
つ
、
こ
の
大
乗
小
乗
が
仏
教
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
緒
論
に

お
い
て
西
洋
外
来
の
学
問
に
対
し
て
仏
教
家
が
自
家
を
防
禦
す
る
策
は
大
乗
仏
教
の
擁
護
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
小
乗

仏
教
を
擁
護
す
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
将
棋
に
お
い
て
王
将
よ
り
も
飛
車
角
を
尊
重
敬
言
護
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
無

駄
骨
折
損
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
頑
迷
の
徒
に
擁
護
宣
揚
せ
し
め
て
広
く
全
世
界
に
日
本
こ
そ
唯
一
大
乗
の
地
で
あ
る
こ
と
を
紹
介

せ
ん
と
す
る
の
が
本
書
『
大
乗
哲
学
』
を
講
ず
る
所
以
で
あ
る
、
と
す
で
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
一
講
「
大
乗
名
義
考
」
に
お
い
て
は
大
乗
の
小
乗
に
優
勝
す
る
点
を
経
論
を
引
用
し
て
列
挙
す
る
。
そ
の
引
用
す
る
経
論
は
、

「
虚
空
蔵
経
』
『
大
集
経
』
で
あ
り
『
十
二
門
論
』
『
雑
集
論
』
『
顕
揚
論
』
『
楡
伽
論
』
『
辮
中
辺
論
』
で
あ
り
、
三
国
論
師
の
註
釈
書

「
雑
集
論
述
記
』
『
職
伽
倫
記
』
『
二
十
唯
識
論
述
記
』
『
起
信
論
浄
影
疏
』
『
起
信
論
纂
註
』
『
起
信
論
海
東
疏
』
お
よ
び
『
起
信
論

助
蓼
抄
　
等
の
諸
経
論
で
あ
り
、

　
其
ノ
他
「
大
乗
」
ノ
解
釈
ノ
諸
書
中
二
出
ヅ
ル
モ
ノ
幾
多
ア
ル
ヲ
知
ラ
ズ
ト
錐
モ
、
其
ノ
相
違
ハ
唯
ダ
文
字
語
句
ノ
上
ニ
ア
ル
ノ

　
ミ
ニ
テ
其
ノ
意
味
ハ
大
抵
同
ジ
キ
コ
ト
ヲ
繰
リ
返
セ
ル
ニ
過
ギ
ズ
。
若
シ
其
ノ
「
大
」
ヲ
釈
シ
テ
数
義
ア
リ
ト
シ
、
「
乗
」
ヲ
解

　
シ
テ
数
義
ア
リ
ト
ス
ル
ガ
如
キ
ハ
、
儒
者
ガ
「
論
語
」
ノ
ニ
字
二
幾
義
ア
リ
ト
言
ヒ
テ
一
々
並
べ
立
テ
僅
々
二
文
字
ノ
講
釈
二
半

　
日
モ
一
日
モ
費
ヤ
セ
ル
ト
同
一
ニ
シ
テ
、
太
平
学
者
ノ
道
楽
二
近
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
一
頁
）

と
学
祖
は
大
乗
に
つ
い
て
の
諸
解
釈
を
列
挙
す
る
の
を
打
ち
止
め
に
し
て
、
「
大
乗
」
の
名
義
を
次
の
よ
う
に
要
結
し
て
い
る
。
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之
ヲ
要
ス
ル
ニ
大
乗
ノ
解
釈
ハ
大
ナ
ル
乗
物
ノ
義
ニ
シ
テ
、
之
ヲ
大
ト
名
ヅ
ク
ル
ハ
小
乗
二
対
ス
ル
ニ
ヨ
ル
、
即
チ
小
乗
ハ
其
ノ

修
行
ノ
因
モ
、
其
ノ
得
ル
所
ノ
果
モ
、
大
乗
二
比
ス
レ
バ
共
二
劣
レ
ル
ヲ
以
テ
、
小
サ
キ
乗
物
二
警
へ
、
大
乗
ハ
其
ノ
修
行
、
其

ノ
得
果
、
共
二
小
乗
ヨ
リ
優
レ
ル
ヲ
以
テ
、
大
ナ
ル
乗
物
二
壁
［
ラ
ル
ナ
リ
。

　
蓋
シ
小
乗
ハ
四
諦
十
二
因
縁
卜
名
ヅ
ク
ル
諸
法
ヲ
観
ジ
テ
、
羅
漢
及
ビ
辟
支
仏
ノ
果
ヲ
得
、
大
乗
ハ
六
度
ノ
行
ヲ
修
メ
テ
、
正

シ
ク
究
寛
ノ
浬
繋
ヲ
証
得
ス
ル
ト
云
フ
。
小
乗
大
乗
共
二
渥
磐
二
入
ル
ヲ
目
的
ト
ス
ル
モ
其
ノ
浬
磐
ノ
状
態
ハ
大
イ
ニ
異
リ
テ
、

小
乗
ノ
浬
築
ハ
虚
無
的
、
大
乗
ノ
浬
柴
ハ
霊
活
的
ナ
ル
等
ノ
論
ハ
此
二
掲
ゲ
ズ
。
又
、
小
乗
ノ
修
行
ハ
自
利
的
修
行
ニ
シ
テ
、
大

乗
ハ
自
利
々
他
兼
行
的
ナ
レ
バ
、
此
ノ
ニ
点
ヲ
以
テ
大
小
二
乗
ノ
別
ト
ナ
ス
モ
可
ナ
リ
。

　
然
レ
ド
モ
余
ハ
左
ノ
如
ク
理
論
実
際
ノ
両
面
ヨ
リ
定
義
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
ト
ナ
ス
。

　
理
論
上
ニ
ア
リ
テ
ハ
小
乗
ハ
我
空
ヲ
説
キ
テ
法
空
ヲ
説
カ
ズ
。
大
乗
ハ
我
法
二
空
ヲ
説
ク
ノ
異
同
ア
リ
。

　
実
際
上
ニ
ア
リ
テ
ハ
小
乗
ハ
自
利
ノ
ミ
ニ
シ
テ
利
他
ヲ
欠
キ
、
大
乗
ハ
自
利
々
他
兼
行
ノ
別
ア
リ

是
レ
仏
教
上
古
来
唱
フ
ル
所
二
就
キ
テ
大
小
乗
ノ
異
同
ヲ
表
示
セ
ル
ノ
ミ
。
若
シ
哲
学
上
之
ヲ
較
ス
レ
バ
、
小
乗
ハ
仏
教
中
ノ
客

観
論
、
多
元
論
、
相
対
論
、
分
析
論
、
現
象
論
ニ
シ
テ
、
大
乗
ハ
主
観
論
、
＝
兀
論
、
唯
心
論
、
絶
対
論
、
本
躰
論
ナ
ル
ノ
別
ア

リ
，
、
其
ノ
他
、
修
行
ノ
階
級
、
得
果
ノ
状
態
等
ヲ
較
ス
ル
ト
キ
ハ
両
者
ノ
間
二
大
イ
ニ
径
底
ア
ル
ヲ
見
ル
。

　
故
二
古
来
大
乗
ハ
小
乗
ヲ
以
テ
仏
教
内
ノ
外
道
ト
ナ
シ
、
小
乗
ハ
大
乗
ヲ
目
シ
テ
非
仏
説
ト
ナ
セ
リ
。

　
此
ノ
如
ク
大
乗
ト
小
乗
ト
ハ
月
ノ
鑑
二
於
ケ
ル
ガ
如
ク
、
耳
か
き
ノ
杓
子
二
於
ヶ
ル
ガ
如
キ
異
同
ア
ル
モ
、
同
ジ
ク
是
レ
仏
教

ナ
リ
。
同
一
仏
教
中
二
氷
炭
相
容
レ
ザ
ル
説
ヲ
見
ル
ハ
甚
ダ
怪
シ
ム
ベ
キ
ニ
似
タ
ル
モ
、
同
一
父
母
ノ
子
供
ニ
シ
テ
甚
六
モ
ア
リ

醤
狛
モ
ア
リ
、
利
巧
モ
ア
リ
、
馬
鹿
モ
ア
ル
ニ
比
ス
レ
バ
敢
テ
訴
カ
ル
ニ
足
ラ
ズ
。

　
殊
二
小
乗
ト
大
乗
ト
ノ
別
ハ
唯
ダ
表
面
二
存
ス
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
裏
面
ニ
ハ
一
味
平
等
同
躰
不
ニ
ノ
理
ヲ
含
ム
。
之
ヲ
喩
フ
ル
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二
一
帯
ノ
江
流
ヲ
信
州
ニ
ア
リ
テ
ハ
千
曲
川
ト
呼
ビ
、
越
後
二
入
レ
バ
信
濃
川
ト
呼
ブ
ガ
如
ク
、
同
一
源
ヨ
リ
発
ス
ル
仏
教
ノ
初

　
代
二
行
ヘ
レ
シ
モ
ノ
ヲ
小
乗
ト
呼
ビ
、
後
代
二
盛
ナ
リ
シ
モ
ノ
ヲ
大
乗
ト
呼
ブ
ニ
過
ギ
ズ
、
云
云
　
　
　
（
十
一
頁
1
十
三
頁
）

と
大
乗
と
小
乗
と
の
差
異
、
関
係
を
述
べ
、
さ
ら
に
学
祖
は
我
々
の
あ
る
べ
き
大
小
乗
観
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
。

　
要
ス
ル
ニ
小
乗
ノ
長
所
ハ
実
践
ニ
ア
リ
テ
、
大
乗
ノ
長
所
ハ
理
論
ニ
ア
リ
。
猶
ホ
花
ハ
紅
ニ
シ
テ
柳
ハ
緑
ナ
ル
ガ
如
シ
、
若
シ
花

　
ハ
紅
ナ
ル
ヲ
以
テ
柳
ヲ
既
セ
ン
ト
シ
、
柳
ハ
緑
ナ
ル
ヲ
以
テ
花
ヲ
排
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
至
テ
ハ
世
間
誰
レ
カ
之
ヲ
許
ス
モ
ノ
ア
ラ
ン

　
ヤ
。
且
ツ
夫
レ
大
乗
ノ
理
論
ハ
高
ハ
則
チ
高
シ
ト
錐
モ
、
是
レ
小
乗
ノ
基
礎
ノ
上
二
更
二
建
設
セ
ル
ニ
ヨ
ル
ノ
ミ
。
故
二
若
シ
大

　
乗
中
ヨ
リ
小
乗
ヲ
除
キ
去
ラ
バ
、
大
乗
自
躰
モ
立
ド
コ
ロ
ニ
壊
頽
セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
例
ヘ
バ
大
乗
ノ
一
般
二
講
ズ
ル
所
ノ
因
果
説

　
モ
生
滅
説
モ
無
我
説
モ
皆
其
ノ
源
ヲ
小
乗
二
取
ル
コ
ト
ハ
辮
明
ヲ
待
タ
ズ
シ
テ
知
ル
ベ
シ
。
故
二
大
乗
小
乗
ヨ
リ
高
シ
ト
云
ヒ
テ

　
漫
リ
ニ
誇
ル
ハ
猶
ホ
小
見
が
大
人
ノ
背
上
二
立
チ
テ
吾
ガ
頭
ハ
大
人
ノ
頭
ヨ
リ
高
シ
ト
云
ヒ
テ
誇
ル
ニ
似
タ
リ
。
然
レ
ド
モ
余
ハ

　
大
乗
ハ
小
乗
ノ
上
二
一
段
ノ
発
達
ヲ
進
ズ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
信
ズ
ル
ヲ
以
テ
、
小
乗
ハ
大
乗
ノ
予
備
門
、
若
シ
ク
ハ
先
鋒
隊
二
過

　
ギ
ズ
ト
謂
フ
モ
敢
テ
不
可
ナ
カ
ル
ベ
シ
ト
考
フ
ル
ナ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
四
1
十
五
頁
）

と
大
小
乗
の
不
即
不
離
の
関
係
を
述
べ
て
妙
で
あ
り
、
分
り
易
い
。
け
だ
し
、
大
小
乗
の
密
接
な
関
係
を
こ
こ
に
述
べ
る
の
は
偏
え

に
第
二
講
「
大
乗
仏
説
論
」
の
布
石
で
あ
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
大
小
乗
の
別
異
、
両
者
の
関
係
を
述
べ
る
第
一

講
「
大
乗
名
義
考
」
に
お
い
て
大
乗
仏
説
非
仏
説
論
が
現
わ
れ
る
。

　
而
シ
テ
小
乗
ハ
印
度
ノ
南
部
二
伝
ハ
レ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
南
部
派
ト
云
ヒ
、
大
乗
ハ
北
部
に
弘
マ
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
北
部
派
ト
云
フ
。

　
現
今
印
度
地
方
ハ
ス
ベ
テ
南
部
派
ニ
シ
テ
、
中
国
及
ビ
日
本
ハ
北
部
派
二
属
ス
。
是
ヲ
以
テ
印
度
人
ハ
日
本
ノ
仏
教
ヲ
以
テ
釈
迦

　
ノ
正
伝
ニ
ア
ラ
ズ
ト
云
ヒ
テ
之
ヲ
排
斥
ス
。
西
洋
人
モ
異
口
同
意
二
仏
教
ヲ
呼
ビ
テ
非
仏
説
ト
ナ
ス
。
蓋
シ
大
乗
非
仏
説
論
ハ
古

　
来
ノ
大
難
問
ニ
シ
テ
今
日
二
至
ル
モ
其
ノ
争
論
末
ダ
滅
ス
ル
期
ア
ラ
ズ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
三
頁
）

51



と
述
べ
、
さ
ら
に
、

　
我
々
ノ
同
胞
タ
ル
日
本
国
民
ノ
特
性
ハ
甚
シ
ク
勝
ツ
コ
ト
ヲ
好
ン
デ
、
負
ケ
ル
コ
ト
ヲ
嫌
フ
ニ
ア
リ
、
人
二
降
下
ス
ル
コ
ト
ヲ
厭

　
イ
テ
、
他
二
加
上
セ
ン
コ
ト
ヲ
欣
ブ
ニ
ア
リ
。
其
ノ
気
風
ハ
恰
モ
国
躰
ノ
萬
国
二
卓
絶
セ
ル
ガ
如
ク
、
富
嶽
ノ
雲
表
二
秀
出
セ
ル

　
カ
如
キ
状
ア
リ
。
是
ヲ
以
テ
其
ノ
仏
教
ヲ
奉
ズ
ル
ヤ
小
乗
ノ
浅
近
ヲ
厭
ヒ
テ
、
大
乗
ノ
高
尚
ヲ
欣
ブ
風
ア
リ
。
故
二
日
本
ハ
大
乗

　
相
応
ノ
地
ニ
シ
テ
現
今
ノ
十
二
宗
ハ
皆
大
乗
ナ
リ
。
然
ル
ニ
近
年
西
洋
二
大
乗
非
仏
説
論
再
興
シ
テ
漸
ク
其
ノ
余
波
ヲ
我
国
二
及

　
ボ
シ
、
昨
今
大
乗
仏
説
非
仏
説
ノ
一
大
問
題
ガ
図
ラ
ズ
輿
論
ヲ
引
キ
起
ス
ニ
至
レ
リ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
五
頁
）

と
述
べ
て
学
祖
は
、
南
方
仏
教
を
以
て
正
統
説
と
す
る
西
欧
人
の
大
乗
非
仏
説
論
の
唱
導
に
よ
っ
て
大
乗
佛
教
を
奉
ず
る
日
本
仏
教

の
死
活
存
亡
に
か
か
わ
る
重
要
か
つ
難
問
題
が
明
治
の
後
半
に
再
燃
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

52

第
二
講
　
大
乗
仏
説
論

　
第
二
講
「
大
乗
仏
説
論
」
は
す
べ
て
三
段
か
ら
成
る
。

　
　
第
一
段
　
非
仏
説
論
ノ
証
明

　
　
第
二
段
　
仏
説
論
ノ
辮
護

　
　
第
三
段
　
大
乗
非
仏
説
仏
説
両
論
中
執
レ
カ
取
ル
ベ
キ
カ
ヲ
判
ズ

　
す
な
わ
ち
大
乗
非
仏
説
、
大
乗
仏
説
と
こ
れ
に
対
す
る
我
ら
の
態
度
の
三
段
で
あ
る
。
こ
の
順
序
に
随
っ
て
ま
ず
非
仏
説
論
の
証

明
か
ら
論
を
進
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
大
乗
非
仏
説
論
は
す
で
に
印
度
の
経
論
に
お
い
て
論
ぜ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
中
国
、
日
本
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
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の
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
中
期
に
至
っ
て
ω
富
永
仲
基
（
一
七
一
五
i
　
七
四
六
）
『
出
定
後
語
』
に
よ
っ
て
再
燃
さ
れ
る
に
至
り
、

の
服
部
天
游
二
七
二
四
－
一
七
六
九
）
『
赤
保
々
』
は
仲
基
の
論
を
加
上
し
た
。
③
平
田
篤
胤
翁
（
一
七
七
六
ー
一
八
四
三
）
は

仏
教
を
嫌
悪
す
ろ
あ
ま
り
こ
れ
は
両
著
に
基
い
て
大
乗
非
仏
説
を
『
出
定
笑
語
』
（
　
八
一
　
年
刊
）
『
印
度
蔵
志
』
（
一
八
二
六
年

刊
）
に
展
開
す
る
も
態
度
は
不
真
面
目
で
所
論
は
受
け
売
り
で
あ
っ
て
見
る
と
こ
ろ
は
少
い
。
④
文
化
年
代
（
一
八
〇
四
　
一
八
一

へ
）
在
世
し
た
と
い
わ
れ
平
田
篤
胤
と
同
時
代
人
と
［
日
せ
ら
れ
る
尾
州
の
人
、
朝
夷
厚
生
は
『
仏
国
孝
証
』
『
釈
迦
文
実
録
』
『
釈
氏

古
学
考
＝
等
数
部
を
著
わ
し
て
や
は
り
大
乗
非
仏
説
を
唱
道
し
た
。
古
来
以
上
の
四
名
が
特
に
大
乗
非
仏
説
論
者
の
雄
と
ふ
、
＼
れ
て
い

る
。
そ
の
所
論
も
ま
た
軌
膓
二
に
す
る
あ
り
て
誰
れ
の
創
唱
な
り
や
誰
れ
の
追
随
な
り
や
明
確
に
す
る
能
わ
ざ
る
と
こ
ろ
あ
れ
ば
、

学
祖
は
大
乗
非
仏
説
論
者
の
論
拠
を
↓
括
要
約
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
臼
小
乗
ノ
説
ハ
事
実
ニ
シ
テ
、
大
乗
ハ
空
想
ナ
リ
、
例
ヘ
バ
小
乗
ノ
経
説
ニ
テ
ハ
十
九
出
家
八
十
入
滅
卜
云
ヒ
、
大
乗
ノ
経
説
ニ

　
　
テ
ハ
久
遠
劫
来
ノ
仏
ニ
シ
テ
、
滅
度
ヲ
示
ス
ト
錐
モ
未
ダ
滅
度
・
セ
ズ
ト
云
フ
ノ
類
是
レ
ナ
リ
。

　
口
大
乗
ハ
小
乗
ノ
説
ノ
上
二
敷
行
加
増
セ
ル
モ
ノ
ニ
過
ギ
ズ
。
例
ヘ
バ
小
乗
ニ
テ
六
識
ヲ
立
ツ
レ
バ
、
大
乗
ニ
テ
ハ
其
ノ
上
二
七

　
　
識
八
識
乃
至
十
識
ア
ル
コ
ト
ヲ
説
ク
ノ
類
是
レ
ナ
リ
。

　
日
佛
滅
後
ノ
三
蔵
結
集
ハ
上
座
大
衆
共
二
小
乗
ニ
シ
テ
大
乗
ニ
ア
ラ
ズ
。

　
⑲
大
乗
ノ
諸
経
ハ
仏
滅
後
五
六
百
年
ヲ
経
テ
或
ハ
竜
宮
ヨ
リ
将
来
シ
、
或
ハ
塔
中
ヨ
リ
伝
来
セ
リ
ト
称
シ
、
更
二
確
信
ス
ベ
キ
事

　
　
実
ヲ
伝
ヘ
ズ
。

　
田
仏
滅
後
四
百
年
間
ハ
小
乗
独
リ
行
ハ
レ
テ
、
大
乗
ノ
伝
ハ
ラ
ザ
リ
シ
ハ
如
何
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ウ

　
内
仏
滅
後
部
執
争
論
ノ
器
々
タ
ル
中
二
更
二
大
乗
ノ
沙
汰
ア
ル
ヲ
聞
カ
ザ
リ
シ
ハ
甚
ダ
怪
ム
ベ
シ
。

　
倒
仏
入
滅
後
ハ
勿
論
、
仏
在
世
卜
難
モ
、
諸
羅
漢
達
ノ
信
解
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
大
乗
ガ
、
滅
後
何
者
カ
ヨ
ク
之
ヲ
信
解
シ
テ
、
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五
百
年
迄
相
イ
伝
ヘ
タ
ル
ヤ

囚
仏
在
世
ノ
羅
漢
ス
ラ
猶
ホ
了
解
シ
難
キ
大
乗
ガ
、
五
百
年
後
馬
鳴
竜
樹
之
ヲ
唱
フ
ル
ニ
当
リ
、
世
間
一
般
二
容
易
ク
之
ヲ
了
解

　
セ
ル
ハ
岩
⊥
怪
シ
マ
ザ
ル
ヲ
得
ン
ヤ
。

閨
大
乗
諸
経
ハ
各
其
ノ
経
ヲ
以
テ
最
勝
無
上
ノ
教
ト
ナ
シ
テ
他
ノ
大
乗
経
ヲ
匿
斥
ス
ル
点
ヨ
リ
之
ヲ
視
ル
ニ
、
大
乗
経
ハ
一
仏
一

　
人
ノ
所
説
二
非
ル
コ
ト
明
ラ
カ
ナ
リ
。

田
阿
弥
陀
ヤ
観
音
ヤ
普
賢
ヤ
文
殊
等
ノ
大
乗
ノ
仏
菩
薩
ヲ
始
メ
ト
シ
大
乗
ノ
名
義
ガ
阿
含
経
中
二
見
エ
ザ
ル
ハ
又
怪
シ
ム
ベ
シ
。

固
仏
最
後
浬
磐
二
入
ラ
ン
ト
ス
ル
時
二
、
説
カ
レ
タ
ル
遺
教
経
ノ
小
乗
経
ナ
ル
ハ
如
何
。

日
馬
鳴
竜
樹
ハ
皆
阿
難
迦
葉
ヲ
祖
ト
シ
テ
、
其
ノ
伝
フ
ル
所
ヲ
述
ブ
ル
ニ
モ
拘
ラ
ズ
、
仏
書
中
ニ
ハ
阿
難
等
ヲ
声
聞
ト
シ
テ
下
二

　
置
キ
、
竜
樹
等
ヲ
菩
薩
ト
シ
テ
其
ノ
上
二
置
ク
所
以
又
解
シ
難
シ
。

箇
漢
明
帝
ノ
ト
キ
迦
葉
摩
騰
ガ
将
来
セ
ル
仏
教
ハ
小
乗
ニ
シ
テ
大
乗
ニ
ア
ラ
ズ
。
禅
宗
ノ
祖
師
達
摩
東
土
二
来
リ
小
乗
ニ
テ
用
フ

　
ル
七
仏
ヲ
以
テ
相
伝
ヘ
テ
正
法
眼
蔵
ト
ナ
セ
リ
。
且
ツ
又
小
乗
ノ
阿
難
迦
葉
等
ハ
実
二
仏
ノ
弟
子
タ
ル
ニ
相
違
ナ
キ
モ
大
乗
ノ

　
観
音
勢
至
文
殊
普
賢
等
ハ
想
像
上
ノ
菩
薩
ニ
シ
テ
実
二
世
二
存
在
セ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
。
是
等
ノ
事
実
モ
大
乗
非
仏
説
ノ
一
考

　
ト
＋
ス
ニ
足
ル
。

以
上
ノ
疑
難
ノ
外
二
更
二
左
ノ
三
條
ヲ
加
ヘ
テ
可
ナ
ラ
ン
。

固
仏
教
中
唯
識
論
顕
揚
論
等
二
大
乗
非
仏
説
論
二
対
ス
ル
辮
駁
ア
ル
ヲ
見
レ
バ
大
乗
非
仏
説
ノ
疑
難
ハ
印
度
古
代
二
於
テ
既
二
行

　
ハ
レ
シ
ハ
明
ラ
カ
ナ
リ
。
而
シ
テ
小
乗
非
仏
説
ノ
論
ア
ル
ヲ
聞
カ
ズ
。
是
レ
又
大
乗
ノ
疑
フ
ベ
キ
一
点
ナ
リ
。

閏
仏
教
ノ
本
家
本
元
タ
ル
印
度
ニ
ハ
小
乗
教
ノ
ミ
行
ハ
レ
テ
大
乗
ア
ル
ヲ
知
ル
モ
ノ
ナ
シ
。
縦
令
大
乗
ア
ル
ヲ
知
ル
モ
大
乗
ヲ
以

　
テ
真
，
・
仏
説
ト
ナ
ス
モ
ノ
ナ
キ
ハ
、
亦
大
乗
ノ
疑
フ
ベ
キ
一
点
ナ
リ
。
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関
大
乗
小
乗
ノ
名
ハ
大
乗
家
ノ
用
フ
ル
所
ニ
シ
テ
、
小
乗
家
ニ
ハ
大
乗
ハ
勿
論
、
小
乗
ノ
名
目
ス
ラ
之
ヲ
用
ヒ
ズ
。
若
シ
仏
在
世

　
二
於
テ
此
ノ
ニ
種
共
二
説
カ
レ
タ
ル
ナ
ラ
バ
、
小
乗
経
中
二
大
乗
ノ
名
義
ナ
キ
モ
セ
ヨ
、
小
乗
ノ
名
目
ア
リ
テ
可
ナ
リ
。
然
ル

　
ニ
大
モ
小
モ
共
二
見
エ
ザ
ル
ハ
、
当
時
小
乗
ノ
ミ
ア
リ
テ
、
大
乗
ナ
キ
一
証
ト
ナ
ス
ニ
足
ル
。

以
⊥
十
六
条
ノ
疑
難
ハ
小
乗
家
若
ク
ハ
局
外
者
ノ
大
乗
攻
撃
ノ
鎗
ナ
リ
、
薙
刀
ナ
リ
、
鉄
砲
ナ
リ
、
軍
艦
ナ
リ
。
大
乗
家
何
ゾ
之

二
対
シ
テ
備
フ
ル
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
ヤ
…
…
（
中
略
）
…
…
古
来
仏
教
家
ガ
顕
揚
論
唯
識
論
ヲ
首
メ
ト
シ
テ
ス
デ
ニ
大
乗

非
仏
説
二
答
フ
ル
辮
護
ア
レ
ベ
別
二
備
ヲ
ナ
ス
ニ
及
バ
ズ
ト
云
フ
モ
ノ
ア
ラ
ン
ト
錐
モ
余
ハ
是
等
ノ
辮
護
ヲ
以
テ
今
日
ノ
勤
敵
二

備
ヘ
ン
ト
ス
ル
ハ
恰
モ
種
ケ
島
ノ
火
縄
砲
ヲ
以
テ
精
巧
ナ
ル
兵
器
ヲ
有
ス
ル
敵
ト
相
闘
ハ
ン
ト
ス
ル
ニ
異
ナ
ラ
ズ
ト
考
フ
ル
ナ
リ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
四
ー
五
八
頁
）

S
i

｝り∫’一）．1、・荘†’1’』i＿

　
第
二
段
　
仏
説
論
の
辮
護

　
古
来
大
乗
非
仏
説
に
答
え
る
辮
護
を
仏
教
家
は
荘
厳
論
、
顕
揚
論
、
唯
識
論
の
そ
れ
ぞ
れ
説
く
八
因
十
因
七
因
に
求
め
た
。
そ
の

あ
げ
る
理
由
の
数
に
多
少
の
不
同
は
あ
る
が
そ
の
所
論
は
大
同
で
あ
る
。
こ
こ
で
学
祖
は
唯
識
論
の
註
釈
で
あ
る
「
唯
識
述
記
』
巻

四
の
ド
を
和
解
し
て
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
／
理
由
ハ
小
乗
家
∠
言
フ
ガ
如
ク
大
乗
経
ハ
果
シ
テ
仏
滅
後
ノ
偽
作
ナ
ル
モ
ノ
ア
ラ
バ
、
仏
ハ
予
メ
其
ノ
事
ヲ
説
キ
置
カ
ザ

　
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
然
ル
ニ
仏
二
其
ノ
予
言
ナ
キ
以
上
ハ
滅
後
ノ
偽
作
二
非
ル
ベ
シ
。

　
第
ニ
ノ
理
由
ハ
大
乗
教
ハ
最
初
ヨ
リ
小
乗
経
ト
並
セ
行
ハ
レ
リ
。
若
シ
大
乗
ハ
仏
滅
後
ノ
作
ナ
ラ
バ
最
初
ヨ
リ
小
乗
ト
共
二
井
ビ

　
行
ハ
ル
ル
筈
斗
ノ
シ
。

　
第
三
ノ
理
由
ハ
大
乗
ノ
所
説
ハ
広
大
甚
深
ニ
シ
テ
外
道
或
ハ
小
乗
家
ノ
思
量
シ
得
ル
所
ニ
ア
ラ
ズ
。
故
二
仏
ハ
此
ノ
如
キ
徒
二
対
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シ
テ
大
乗
ヲ
説
カ
ザ
ル
ナ
リ
．
、
是
レ
小
乗
経
中
二
大
乗
ノ
説
ヲ
見
ザ
ル
所
以
ナ
リ
。

第
四
ノ
理
由
ハ
若
シ
反
対
論
者
∠
三
ロ
フ
ガ
如
ク
、
大
乗
ハ
迦
葉
等
ノ
余
仏
ノ
説
ニ
シ
テ
釈
迦
仏
ノ
説
ニ
ア
ラ
ズ
ト
言
ハ
バ
、
是
レ

取
リ
モ
直
サ
ズ
大
乗
ハ
仏
説
ナ
リ
ト
云
フ
ニ
同
ジ
。
何
ト
ナ
レ
バ
仏
智
互
二
相
等
シ
ケ
レ
バ
ナ
リ
。

　
第
五
ノ
理
由
ハ
若
シ
大
乗
ハ
釈
迦
仏
ノ
説
ニ
ア
ラ
ズ
ト
云
ハ
バ
誰
レ
カ
世
二
出
デ
テ
小
乗
ヲ
説
キ
シ
ヤ
。
小
乗
ハ
大
乗
ヲ
離
レ
テ

　
決
定
シ
テ
成
仏
ス
ル
ヲ
得
ベ
カ
ラ
ズ
。
若
シ
小
乗
ヲ
以
テ
仏
説
ナ
リ
ト
ナ
サ
バ
大
乗
モ
元
ヨ
リ
仏
説
ナ
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

　
第
六
ノ
理
由
ハ
大
乗
経
二
依
テ
勤
求
修
行
ス
レ
バ
、
皆
能
ク
仏
智
ヲ
発
シ
テ
一
切
ノ
煩
悩
ヲ
断
滅
ス
ベ
シ
、
故
二
是
レ
仏
説
ナ
リ
。

第
七
ノ
理
由
ハ
大
乗
ノ
所
説
ハ
意
味
深
長
ナ
レ
バ
、
文
二
従
テ
義
ヲ
取
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
直
チ
ニ
之
ヲ
見
レ
バ
小
乗
ト
大
乗
ト
ハ
意

　
義
背
反
ス
ル
ガ
如
キ
モ
深
ク
其
ノ
義
ヲ
探
ラ
バ
ニ
者
相
契
合
ス
ル
ヲ
知
ル
ベ
シ
。

　
　
故
二
大
乗
ハ
仏
教
ナ
リ
ト
、
是
レ
大
乗
非
仏
説
二
答
ヘ
タ
ル
辮
明
ナ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
〇
ー
六
一
頁
）

そ
し
て
、
学
祖
は
こ
の
大
乗
非
仏
説
の
辮
明
を
批
判
し
て
こ
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。

　
以
上
ノ
荘
厳
論
・
顕
揚
論
・
唯
識
論
等
ノ
大
乗
非
仏
説
二
対
ス
ル
答
辮
ハ
局
外
者
二
示
サ
バ
如
何
ナ
ル
批
判
ヲ
下
サ
ン
ヤ
。
是
レ

　
必
ラ
ズ
自
分
免
許
ノ
論
法
、
内
辮
慶
ノ
立
論
ト
云
ハ
ン
、
何
ト
ナ
レ
バ
其
ノ
論
ハ
大
乗
ハ
甚
深
高
妙
ニ
シ
テ
小
乗
人
ノ
知
ル
所
ニ

　
ア
ラ
ズ
、
或
ハ
仏
予
メ
大
乗
非
仏
説
ヲ
示
サ
ザ
ル
ヲ
以
テ
仏
説
二
相
違
ナ
シ
等
と
臆
断
ス
ル
ニ
過
ギ
ザ
レ
バ
ナ
リ
。
今
日
ノ
仏
教

　
家
ハ
此
ノ
証
明
ヲ
以
テ
大
乗
非
仏
説
論
者
ヲ
降
伏
ス
ル
ニ
足
ル
ト
思
フ
乎
。
恐
ラ
ク
ハ
一
人
モ
斯
ク
考
フ
ル
モ
ノ
ナ
カ
ル
ベ
シ
。

　
果
シ
テ
然
ラ
バ
今
日
ハ
今
日
ノ
人
二
満
足
ヲ
与
フ
ベ
キ
証
明
ヲ
別
二
工
夫
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
二
頁
）

そ
し
て
江
戸
時
代
中
期
後
期
に
お
け
る
大
乗
非
仏
説
論
者
そ
れ
ぞ
れ
に
今
日
的
工
夫
を
凝
ら
し
て
反
駁
せ
る
著
を
挙
げ
る
。
即
ち
、

四
富
永
仲
基
『
出
定
後
語
』
に
答
え
た
る
も
の
に
、
潮
音
師
の
『
掴
裂
邪
網
編
』
上
下
二
巻
。
無
相
文
雄
師
（
京
都
人
）
の
『
非
出

　
定
後
語
一
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②
服
部
天
游
『
赤
裸
々
』
に
答
え
た
も
の
に
、
お
な
じ
く
潮
音
師
の
『
金
剛
索
』
一
巻
、

ぽ
平
田
篤
胤
＝
出
定
笑
語
一
に
答
え
た
も
の
に
無
名
氏
の
「
掴
邪
新
編
』
五
巻
が
あ
る
。
し
か
し

団
平
田
篤
胤
　
印
度
蔵
志
一
に
答
え
、

⑤
朝
夷
厚
生
「
釈
氏
古
学
考
』
に
答
え
た
も
の
は
な
い
。

　
こ
の
中
、
ω
②
の
潮
音
師
の
非
仏
説
の
駁
論
は
、
「
出
定
後
語
』
か
「
赤
保
々
一
と
駁
す
る
対
象
は
変
わ
っ
て
も
反
駁
内
容
に
か

わ
ら
ず
、
潮
音
師
の
立
論
は
左
程
価
値
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
③
を
駁
す
る
『
掴
邪
新
編
』
は
悪
口
毒
舌
の
み
で
見
る
べ
き
も

の
な
し
。

　
古
来
仏
教
家
ノ
論
何
レ
モ
独
断
自
許
二
過
ギ
テ
批
判
的
道
理
二
乏
シ
。
故
二
其
ノ
立
論
同
党
一
味
ノ
人
ヲ
シ
テ
満
足
セ
シ
ム
ル
ヲ

　
得
ル
モ
局
外
者
ヲ
心
服
セ
シ
ム
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
若
シ
公
平
二
評
ス
レ
バ
『
掴
裂
邪
網
編
』
『
掴
邪
新
編
』
等
ノ
論
ハ
之
ヲ
「
出

　
定
後
語
』
ヤ
「
赤
保
々
⊆
二
比
ス
ル
ニ
論
理
上
ノ
価
値
二
於
テ
ハ
数
歩
ヲ
譲
ル
ト
謂
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
　
　
　
　
（
七
〇
頁
）

と
学
祖
の
批
判
は
冷
厳
に
過
ぎ
る
よ
う
に
感
ず
る
者
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
富
永
仲
基
の
如
き
大
阪
町
人
俗
称
道
明
寺
屋
吉
右

衛
門
の
蔵
経
翻
刻
の
筆
耕
士
、
あ
る
い
は
服
部
天
游
の
如
き
京
都
の
織
物
師
を
家
業
と
す
る
町
人
ど
も
の
大
乗
非
仏
説
論
何
す
る
も

の
ぞ
と
軽
慢
心
を
以
て
彼
ら
の
書
に
接
す
べ
き
で
は
な
い
。
富
永
仲
基
『
出
定
後
語
』
は
細
心
に
経
論
を
読
み
こ
れ
を
メ
モ
り
驚
く

べ
き
精
密
さ
正
確
さ
を
以
て
合
理
的
に
論
ぜ
ら
れ
た
一
大
論
述
で
あ
る
。
仏
教
に
対
し
て
平
田
篤
胤
の
よ
う
に
憎
悪
の
念
を
持
た
ず

に
、
愛
憎
の
心
を
離
れ
て
そ
の
疑
難
を
す
る
と
こ
ろ
を
真
摯
に
列
挙
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
仏
者
の
正
し
い
教
え
を
衷
心
か
ら
請
う

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
反
駁
す
る
者
は
、
彼
ら
以
上
の
学
識
が
あ
っ
て
彼
ら
以
上
に
仏
教
経
典
に
対
し
て
敬
度
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
．
。
村
上
専
精
博
士
（
一
八
五
一
　
一
九
二
九
）
は
『
仏
教
統
一
論
』
五
編
の
な
か
の
第
一
編
「
大
綱
論
」
を
発
表
さ
れ
た
。
そ

の
中
に
お
い
て
「
仏
教
の
大
綱
が
新
し
い
研
究
の
下
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
仏
陀
に
つ
い
て
は
歴
史
上
の
仏
陀
は
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釈
尊
だ
け
で
あ
っ
て
、
浄
土
教
が
信
奉
す
る
阿
弥
陀
仏
は
報
身
と
し
て
理
想
界
の
抽
象
な
形
容
に
過
ぎ
ず
、
具
体
的
実
物
と
し
て
は

存
在
し
な
い
と
断
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
乗
は
仏
説
で
は
な
い
と
す
る
積
極
的
な
証
拠
も
な
い
が
、
大
乗
が
仏
説
で
あ
る
と
す

る
確
か
な
証
拠
も
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
歴
史
的
に
見
る
か
ぎ
り
、
大
乗
非
仏
説
論
に
賛
成
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
明
言
さ
れ

ま
し
た
」
そ
し
て
、
東
本
願
寺
派
で
は
宗
門
の
立
場
を
否
定
す
る
よ
う
な
言
動
は
許
し
難
い
と
し
て
、
こ
れ
を
非
難
す
る
者
が
多
く
、

博
±
も
徒
ら
な
摩
擦
や
騒
動
が
起
る
の
を
お
そ
れ
て
、
僧
籍
を
返
還
脱
退
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
『
仏
教
統
一
論
』
を
出
版
し
た
金
港

堂
は
、
こ
れ
ら
の
賛
否
の
批
判
お
よ
び
僧
籍
返
還
の
事
情
な
ど
を
↓
括
し
て
、
半
年
も
た
た
な
い
明
治
三
十
四
年
十
二
月
に
『
仏
教

統
一
論
批
判
集
』
を
出
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
個
人
で
批
判
書
を
出
版
し
た
も
の
に
、

　
江
村
秀
山
著
『
仏
教
統
一
論
始
評
』

　
伊
藤
哲
英
著
『
仏
教
統
一
論
評
論
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
む
フ
こ

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
い
か
に
大
些
、
」
な
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
捲
き
起
し
た
か
が
知
ら
れ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
」

　
二
こ
で
村
上
専
精
博
士
の
大
乗
非
仏
説
論
の
根
拠
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
三
点
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

「
第
一
に
は
、
大
乗
の
経
典
や
論
著
の
中
に
出
て
来
る
釈
尊
は
、
歴
史
上
の
釈
尊
で
は
な
く
、
法
性
身
と
し
て
人
格
を
超
絶
し
た
存

在
で
あ
る
二
と
。

　
第
二
に
は
、
大
乗
経
の
中
で
、
釈
尊
説
法
の
相
手
と
な
っ
て
教
え
を
聞
い
て
い
る
菩
薩
は
、
弥
勒
以
外
で
は
、
普
賢
で
も
、
文
殊

で
も
、
智
首
で
も
、
賢
首
で
も
、
そ
の
他
の
諸
菩
薩
で
も
、
す
べ
て
理
想
概
念
を
人
物
化
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
実
存
の
人
物
で
は

な
い
、
聴
聞
の
菩
薩
が
理
想
寓
意
の
存
在
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
説
法
す
る
仏
も
具
体
的
な
肉
身
の
釈
尊
で
は
な
い
は
ず
で
あ

る
r
．

　
第
三
に
は
、
有
名
な
大
乗
経
の
多
く
は
竜
宮
界
か
ら
将
来
さ
れ
た
と
か
、
南
イ
ン
ド
の
鉄
塔
か
ら
取
り
出
さ
れ
た
と
か
い
う
よ
う
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な
、
そ
の
来
歴
が
神
話
怪
談
を
も
っ
て
伝
え
ら
れ
、
そ
こ
に
は
歴
史
的
事
実
の
参
考
と
な
る
も
の
が
な
い
か
ら
、
大
乗
経
は
実
際
に

釈
尊
の
説
法
を
記
録
し
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
し
か
し
博
士
は
右
の
よ
う
な
歴
史
的
立
場
の
ほ
か
に
、
よ
り
↓
層
重
要
な
も
の
と
し
て
教
理
的
立
場
を
と
ら
れ
ま
し
た
。
博
±
に

よ
れ
ば
、
大
乗
非
仏
説
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
か
な
ら
ず
し
も
大
乗
非
仏
教
と
か
大
乗
非
仏
意
と
か
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
大
乗
仏

説
と
い
う
こ
と
も
、
こ
れ
を
歴
史
的
立
場
か
ら
と
教
理
的
立
場
か
ら
と
の
両
方
か
ら
論
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
大
乗
を
非
仏
説
と

い
っ
て
い
る
の
は
、
歴
史
的
立
場
か
ら
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
教
理
的
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
大
乗
は
仏
説
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　
ニ
む
ヨ
　

と
力
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
」

　
ま
た
前
田
慧
雲
博
士
二
八
五
七
ー
一
九
三
〇
）
は
村
上
博
士
の
『
仏
教
統
一
論
』
よ
り
二
年
お
く
れ
て
明
治
三
十
六
年
に
著
わ

さ
れ
た
『
大
乗
仏
教
史
論
』
の
「
例
言
」
の
中
で
こ
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
本
書
を
読
む
者
、
或
は
余
を
目
し
て
大
乗
非
仏
説
論
者
な
り
と
云
ふ
も
の
あ
ら
ん
か
な
れ
ど
も
、
余
は
強
ち
大
乗
非
仏
説
論
を
喜

　
ぶ
も
の
に
は
あ
ら
ざ
る
な
り
。
然
る
に
今
日
に
あ
り
て
は
、
余
の
如
き
微
力
を
以
て
は
、
現
行
大
乗
経
典
が
釈
尊
説
法
の
直
写
な

　
る
．
一
と
を
考
証
し
得
る
こ
と
能
は
ず
。
本
書
は
其
の
実
、
右
の
考
証
を
企
て
た
る
も
の
な
れ
ど
も
、
う
ら
む
ら
く
は
快
く
目
的
地

　
ま
で
到
達
す
る
こ
と
能
は
ず
し
て
、
わ
ず
か
に
大
乗
教
理
が
釈
尊
在
世
に
お
い
て
、
既
に
萌
芽
を
発
し
居
る
点
ま
で
研
尋
到
及
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
わ
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ど
ま

　
た
る
な
り
、
換
言
せ
ば
余
は
大
乗
経
典
仏
説
研
究
の
半
途
に
彷
復
す
る
も
の
に
し
て
、
即
ち
所
謂
三
百
由
旬
の
化
城
に
止
り
た
る

　
二
乗
と
謂
ふ
べ
き
か
。
あ
あ
宝
渚
は
尚
遙
か
に
二
百
由
旬
の
前
途
に
あ
り
。
博
雅
の
大
士
、
請
ふ
余
に
代
っ
て
彼
の
秘
奥
を
窮
探

　
し
、
以
て
末
代
衆
生
の
為
に
仏
知
見
を
開
示
せ
よ
。

そ
し
て
、
水
野
弘
元
博
士
は
こ
の
前
田
慧
雲
説
を
受
け
て
大
乗
仏
説
を
論
証
す
る
二
事
と
し
て
、

　
第
一
に
は
、
大
乗
経
は
た
と
い
歴
史
的
な
釈
尊
の
説
法
そ
の
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
中
に
は
仏
数
の
真
理
が
含
ま
れ
て
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い
る
か
ら
、
こ
れ
を
仏
説
て
あ
る
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
。

　
第
二
に
は
仏
説
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
阿
含
経
の
中
に
、
大
乗
説
の
要
素
は
萌
芽
的
に
で
は
あ
っ
て
も
、
す
で
に
そ
の
多
く
が

　
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
大
乗
経
は
阿
含
経
で
簡
略
に
説
か
れ
て
い
た
こ
と
を
詳
細
に
明
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ヨ
　
マ
ゴ

　
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

以
上
、
学
祖
井
上
円
了
博
士
（
一
八
五
八
1
↓
九
一
九
）
に
わ
ず
か
ば
か
り
先
輩
で
あ
る
村
上
・
前
田
共
に
東
洋
大
学
で
教
鞭
を
執

ら
れ
た
両
博
士
の
大
乗
仏
説
非
仏
説
観
を
予
め
承
知
し
て
お
い
て
学
祖
の
そ
れ
に
対
す
る
意
見
を
よ
り
容
易
に
聞
く
よ
す
が
と
し
た
。
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第
三
段
　
大
乗
非
仏
説
仏
説
両
論
中
執
レ
カ
取
ル
ベ
キ
カ
ヲ
判
ズ
。

　
学
祖
は
大
乗
非
仏
説
仏
説
両
論
の
可
否
得
失
を
判
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
時
点
に
到
っ
て
な
お
、

　
之
二
対
ス
ル
余
ガ
意
見
ヲ
述
べ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
然
ル
ニ
余
ヲ
以
テ
之
ヲ
視
ル
ニ
、
従
前
ノ
仏
者
ノ
論
理
及
ビ
証
明
ハ
却
ツ
テ
敵

　
者
ノ
論
二
数
歩
ヲ
譲
ル
ヤ
ノ
疑
ナ
キ
能
ハ
ズ
。
故
二
今
日
ノ
仏
者
ハ
大
イ
ニ
感
奮
ス
ル
所
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
　
　
　
〈
七
四
頁
）

と
述
べ
て
、
古
来
仏
説
証
明
に
用
い
ら
れ
て
い
る
普
寂
律
師
の
『
顕
揚
正
法
復
古
集
』
巻
一
の
文
を
長
々
と
引
用
さ
れ
て
い
る
が
こ

れ
と
て
も
学
祖
の
今
の
要
求
を
積
極
的
に
充
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
つ
い
に
こ
れ
を
懸
賞
問
題
と
し
て
そ
の
解
決
の
絆
を
江
湖

に
広
く
求
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
講
義
を
第
三
講
以
下
に
轄
ぜ
ら
れ
て
、
『
大
乗
哲
学
』
の
本
論
と
も
目
す
べ
き
、
萬
法

論
、
真
如
論
そ
し
て
こ
の
両
者
の
関
係
論
に
移
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
大
乗
仏
説
非
仏
説
ノ
断
案
」
が
下
さ
れ
る
の
は
こ
う
し
て
『
大
乗
哲
学
』
附
講
に
於
い
て
で
あ
る
。
附
講
は
巻
末
に
添
附
さ
れ
た

講
義
で
あ
っ
て
こ
の
巻
末
を
逃
し
て
は
論
述
の
余
地
は
な
い
。
そ
こ
ま
で
学
祖
を
追
い
こ
ん
だ
ほ
ど
に
大
乗
仏
説
非
仏
説
の
断
案
を

下
す
こ
と
は
仏
教
死
活
問
題
を
は
ら
む
重
大
難
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
学
祖
の
意
見
は
大
乗
仏
説
非
仏
説
は
水
掛
論
で
あ
る
。
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は
こ

水
掛
論
は
正
邪
正
誤
の
判
定
の
外
に
あ
る
も
の
、
し
か
し
論
壇
の
リ
ン
グ
に
運
ば
れ
た
う
え
は
審
判
は
判
定
を
下
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
は
ド
ロ
ー
（
引
き
分
け
）
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
り
、
ド
ロ
ー
の
場
合
は
従
来
王
座
に
あ
っ
た
説
が
チ
ャ
ン
ヒ
オ
ン
説
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
世
俗
の
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
判
定
を
下
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
経
典
結
集
の
経
緯
か
ら
み
て
も
大
乗
の
み
非
仏
説
に
し
て
小
乗
の
み
が
正
鵠
な
仏
説
と
見
倣
す
論
は
不
倫
の
論
で
は
な
い
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
ど

大
乗
が
小
乗
を
「
仏
教
の
外
道
」
と
謁
れ
ば
小
乗
は
「
大
乗
非
仏
説
」
を
以
て
酬
い
る
。
刺
し
違
い
、
引
き
分
け
、
五
十
歩
百
歩
で

あ
る
。
大
乗
を
非
仏
説
と
難
ず
る
こ
と
は
難
ず
る
小
乗
自
ら
を
難
ず
る
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
其
ノ
上
二
我
々
ガ
今
日
仏
教
ト
シ
テ
学
ブ
所
ハ
印
度
ノ
原
文
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
支
那
ノ
訳
文
ナ
リ
。
而
シ
テ
我
々
ハ
其
ノ
訳
文
モ
支

　
那
及
ビ
日
本
ノ
先
輩
諸
師
ノ
註
釈
二
拠
リ
テ
講
ズ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
其
ノ
間
ニ
ハ
幾
層
ノ
誤
解
謬
伝
ア
ル
ヤ
計
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
是
二

　
由
リ
テ
之
ヲ
観
ル
ニ
大
乗
モ
小
乗
モ
ス
ベ
テ
ノ
仏
教
ハ
皆
非
仏
説
ナ
リ
ト
断
定
ス
ル
モ
一
理
ア
リ
ト
謂
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
］
九
一
頁
－
一
九
二
）

こ
の
こ
と
は
大
乗
小
乗
と
も
に
仏
説
と
す
る
も
、
非
仏
説
と
す
る
も
信
仰
の
問
題
で
あ
る
。
感
覚
感
情
の
問
題
で
あ
っ
て
理
論
を
超

え
る
の
で
あ
る
。
大
乗
非
仏
説
の
語
が
あ
る
と
き
大
乗
に
あ
ら
ざ
る
部
執
か
ら
投
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
意
に
す
る
に
当
ら

な
い
。
日
蓮
上
人
は
「
念
仏
無
間
、
禅
天
魔
、
真
言
亡
国
、
律
国
賊
」
と
他
宗
を
販
せ
ら
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
利
害
が
対
立
す

る
関
係
の
発
言
は
正
鵠
を
欠
く
二
と
が
あ
る
か
ら
問
題
に
し
な
い
こ
と
で
あ
る
と
学
祖
は
仰
言
る
。

　
次
に
は
仏
説
非
仏
説
の
「
仏
」
の
解
釈
の
問
題
が
生
ず
る
。
法
界
を
包
摂
し
、
一
切
処
に
普
遍
し
て
い
る
法
身
仏
を
仏
と
す
る
か
、

イ
ン
ド
に
八
十
年
生
き
た
釈
尊
の
生
身
を
仏
と
み
る
か
。

　
ま
た
次
に
は
仏
説
の
「
説
」
と
は
何
か
。
禅
宗
に
お
い
て
「
不
立
文
字
教
外
別
伝
」
と
い
い
、
あ
る
い
は
携
伽
経
に
お
い
て
釈
尊

は
成
道
し
て
已
来
「
不
説
一
語
」
と
い
う
と
き
、
そ
の
教
説
は
何
を
指
す
と
い
う
の
か
。
自
然
の
一
木
＝
早
が
、
蛙
鳴
蝉
奏
が
、
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一
々
、
佛
事
を
な
す
と
き
法
身
仏
の
万
法
と
し
て
の
顕
現
で
あ
る
草
木
蛙
蝉
の
音
響
が
「
仏
護
」
で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
に

も
な
る
。

　
原
因
と
結
果
は
善
因
楽
果
悪
因
苦
果
で
あ
っ
て
前
後
は
脈
絡
一
貫
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
「
山
芋
ヨ
リ
鰻
ヲ
生
ジ
、
雀
ヨ
リ

蛤
ヲ
生
ズ
ル
」
の
論
法
を
用
い
る
の
で
あ
れ
ば
前
な
る
小
乗
は
仏
説
、
後
な
る
大
乗
は
非
仏
説
と
い
う
こ
と
に
も
な
ろ
う
が
そ
ん
な

こ
と
は
あ
り
え
な
い
。

　
学
祖
は
、
時
機
に
相
応
す
る
と
相
応
せ
ざ
る
と
の
法
の
差
別
が
あ
る
。
仏
陀
は
大
小
兼
ね
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
小
乗
の
法

の
み
盛
栄
す
る
、
あ
る
い
は
そ
の
逆
の
時
機
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
す
る
時
機
相
応
説
。

　
こ
れ
に
対
し
て
法
に
相
応
・
不
相
応
の
地
位
゜
。
℃
碧
m
と
い
う
も
の
が
あ
る
と
い
う
地
位
相
応
説
を
学
祖
は
考
案
さ
れ
る
に
至
っ

’
s
ー
二
之
M

r
　
　
ー
＼
　
！

　
要
す
る
に
断
案
を
下
す
に
足
る
積
極
的
理
由
が
大
乗
仏
説
非
仏
説
の
両
論
に
な
い
た
め
に
、
考
え
ら
れ
る
か
ぎ
り
の
消
極
的
理
由

が
蓬
出
す
る
結
果
に
な
る
。

　
以
上
が
大
体
学
祖
井
上
円
了
博
士
の
大
乗
仏
説
非
仏
説
両
論
に
対
す
る
対
応
で
あ
り
意
見
で
あ
る
。
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こ
こ
で
我
々
は
本
題
で
あ
る
富
永
仲
基
『
出
定
後
語
』
再
考
に
移
る
。
再
考
と
こ
こ
で
い
う
の
は
再
認
識
と
通
ず
る
も
の
を
意
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　

L
て
の
用
語
で
あ
る
。
富
永
仲
基
が
大
阪
の
町
人
で
あ
っ
た
な
ど
の
生
涯
事
蹟
に
つ
い
て
は
水
田
紀
久
論
文
に
譲
る
こ
と
と
し
て

『
出
定
後
語
』
自
体
に
迫
っ
て
み
た
い
。
『
出
定
後
語
』
は
水
田
紀
久
氏
の
言
う
ご
と
く
「
し
ゅ
つ
じ
ょ
う
ご
ご
」
と
訓
ま
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
『
出
定
後
語
』
の
構
成
は
ま
た
氏
が
明
快
に
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
即
ち
、

　
「
出
定
後
語
』
全
二
十
五
章
…
…
（
中
略
）
を
見
る
に
、



l
i

円1ノ） 戊、剰憎

　
ω
は
じ
め
の
三
章
、
す
な
わ
ち
「
教
起
の
前
後
第
一
」
「
経
説
の
異
同
第
二
」
「
如
是
我
聞
第
三
」
は
い
ず
れ
も
説
者
の
立
論
心
理

　
に
即
し
た
、
思
想
発
達
の
原
則
に
よ
る
明
快
な
仏
教
思
想
成
立
史
論
お
よ
び
経
典
成
立
史
論
で
、
本
書
の
大
網
が
、
仏
教
思
想
の

　
歴
史
的
考
察
を
眼
目
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
章
は
、
い
わ
ば
総
論
に
あ
た
り
、

　
切
以
下
二
十
章
は
、
各
部
派
の
教
義
や
所
説
、
ま
た
仏
徒
の
慣
習
な
ど
に
関
す
る
考
察
で
前
三
章
に
対
す
る
各
論
に
相
当
す
る
。

　
う
ち
「
言
に
一
二
物
あ
り
第
十
一
」
は
言
語
形
成
論
と
も
言
う
べ
・
＼
仲
基
の
言
語
観
が
展
望
さ
れ
て
い
る
。

　
③
こ
れ
ら
各
論
に
つ
ぐ
「
三
教
第
二
十
四
」
は
、
文
化
類
型
の
こ
と
な
る
儒
仏
道
（
お
も
に
儒
仏
）
比
較
思
想
論
と
、
三
者
に
共

　
通
す
る
徳
目
の
指
摘
、
さ
ら
に
既
成
思
想
の
い
ず
れ
に
も
偏
執
せ
ぬ
、
自
由
で
柔
軟
な
批
判
的
立
場
の
提
唱
で
あ
る
。

　
④
最
終
章
「
雑
第
二
十
五
」
は
余
論
と
も
言
う
べ
き
章
節
で
、
右
に
論
じ
の
こ
さ
れ
た
諸
問
題
三
十
五
項
目
を
、
一
括
し
て
収
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
　
ビ
ら

　
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
章
の
み
は
断
片
的
で
、
他
章
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
特
定
主
題
に
よ
る
ま
と
ま
り
は
な
い
。

の
四
項
（
括
孤
は
筆
者
の
補
筆
）
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ
の
な
か
、
学
祖
が
『
大
乗
哲
学
』
（
十
七
頁
以
下
）
に
非
仏
説
論
の
証
明

ヒ
し
て
そ
の
先
陣
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
が
こ
の
第
一
項
で
あ
る
初
の
三
章
の
総
論
と
目
さ
れ
る
部
分
の
み
で
あ
り
、
第
四
章
以
下

の
引
用
は
さ
ら
に
見
る
こ
と
は
な
い
。
今
は
こ
れ
に
倣
っ
て
『
出
定
後
語
』
の
初
三
章
に
か
ぎ
っ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の

考
察
に
先
だ
っ
て
神
田
喜
一
郎
博
士
、
「
出
定
後
語
」
と
「
夢
の
代
」
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
、
月
報
三
五
　
昭
和
四
十
八
年
）
を
紹

介
し
て
お
・
、
こ
と
は
き
わ
め
て
有
意
義
で
あ
る
と
私
考
す
る
。
神
田
博
士
は
富
永
仲
基
『
出
定
後
語
』
の
真
の
理
解
者
で
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

　
富
永
仲
基
は
、
わ
が
国
人
に
は
珍
ら
し
く
冷
徹
な
私
学
者
的
素
質
を
備
え
、
し
か
も
独
創
的
な
思
索
力
と
犀
利
な
洞
察
力
、
そ
れ

　
に
正
確
な
判
断
力
と
に
恵
ま
れ
た
、
あ
ま
り
に
も
天
才
豊
か
な
歴
史
学
者
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
そ
の
天
稟
の
才
能
を
遺
憾
な
く

　
発
揮
し
た
の
が
、
す
な
わ
ち
一
代
の
名
著
「
出
定
後
語
」
で
あ
る
。
そ
れ
が
た
め
に
「
出
定
後
語
」
は
富
永
仲
基
の
名
と
と
も
に
、
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近
年
著
る
し
く
世
に
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
が
、
し
か
し
あ
り
て
い
に
い
っ
て
、
そ
の
わ
り
に
広
く
は
読
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
の

　
が
、
今
日
の
実
情
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。
だ
い
い
ち
「
出
定
後
語
」
と
い
う
書
名
か
ら
し
て
難
し
い
。
こ
れ
を
見
た
だ
け
で

　
は
、
何
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
か
、
そ
の
内
容
を
想
像
す
る
こ
と
さ
え
困
難
で
あ
ろ
う
。
石
浜
純
太
郎
博
士
は
そ
の
著
「
富
永
仲

　
基
」
〔
創
元
社
、
創
元
選
書
〕
の
中
に
、
い
み
じ
く
も
＝
三
口
に
し
て
わ
か
り
易
く
「
仏
教
思
想
史
論
」
だ
と
説
明
さ
れ
た
。
わ
た

　
く
し
は
、
こ
れ
に
二
字
を
加
え
て
「
仏
教
思
想
発
達
史
論
」
と
い
う
な
ら
ば
、
い
っ
そ
う
わ
か
り
易
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
す
べ
て
漢
文
で
あ
る
。
お
ま
け
に
至
る
と
こ
ろ
経
・
律
・
論
の
言
葉
が
引
用
さ
れ
て
い
て
、
む
つ
か

　
し
い
仏
教
の
専
門
用
語
の
連
続
で
あ
る
。
大
抵
の
人
は
そ
れ
に
辟
易
し
て
匙
を
投
げ
て
し
ま
う
。
考
え
て
み
る
と
当
然
の
こ
と
で

　
も
あ
る
。

富
永
仲
基
の
素
質
に
つ
い
て
、
『
出
定
後
語
』
の
体
裁
、
し
た
が
っ
て
そ
の
難
読
性
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
る
。
水
野
弘
元
博
士
が

そ
の
『
経
典
一
（
佼
正
出
版
）
に
、

　
こ
こ
に
「
出
定
後
語
」
と
は
、
仲
基
自
ら
が
禅
定
に
入
っ
て
経
典
成
立
に
関
す
る
実
情
を
知
り
、
禅
定
か
ら
出
て
後
に
こ
れ
を
語

　
る
ヒ
い
う
意
味
だ
と
受
け
取
ら
れ
ま
す
。
本
書
は
彼
が
三
十
二
歳
で
世
を
去
る
そ
の
前
年
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
本
書
の
中
に
は
、

　
原
始
経
典
と
し
て
の
阿
含
経
の
成
立
か
ら
大
乗
諸
経
典
の
成
立
に
い
た
る
ま
で
、
近
代
の
学
者
が
研
究
し
発
表
す
る
の
と
ほ
と
ん

　
ど
同
じ
方
法
で
論
ぜ
ら
れ
、
大
乗
経
典
は
仏
滅
後
五
百
年
以
後
に
次
第
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
仏
説
で
は
な
い
と

　
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
今
日
の
学
問
的
立
場
か
ら
見
て
も
、
驚
く
べ
き
精
密
さ
と
正
確
さ
を
も
っ
て
論
ぜ
ら
れ

　
て
い
ま
す
。

　
　
こ
の
大
乗
非
仏
説
の
論
が
出
て
も
、
当
時
の
仏
教
者
か
ら
は
反
対
論
も
出
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
本
書
は
立
派
な
漢
文
で
書
か

　
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
よ
ほ
ど
の
学
者
で
な
け
れ
ば
読
み
こ
な
す
こ
と
の
で
き
な
い
よ
う
な
も
の
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戊卜⊥二FI］了の　「ヲく乗哲”）’：

　
で
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
当
時
こ
れ
に
太
刀
打
ち
で
き
る
ほ
ど
の
仏
教
学
者
は
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
仏
教
側
か
ら
反
駁
書
が

　
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
本
書
が
出
て
か
ら
か
な
り
久
し
い
後
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
も
対
等
の
反
駁
と
は
な

　
り
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
七
ー
三
八
頁
）

　
富
永
仲
基
の
「
出
定
後
語
」
は
仏
教
排
斥
へ
の
原
動
力
を
な
し
、
ま
た
仏
教
者
の
中
に
も
仲
基
の
大
乗
非
仏
説
論
を
仏
教
を
破

　
壊
す
る
大
敵
で
あ
る
と
見
た
者
も
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
「
出
定
後
語
」
そ
の
も
の
は
、
決
し
て
仏
教
を
軽
蔑
し
た
り
嘲
笑

　
し
た
り
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
歴
史
的
な
真
実
を
発
揮
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
仲

　
基
は
儒
教
に
対
し
て
も
仏
教
に
対
し
て
も
、
適
度
の
敬
意
を
払
い
、
道
教
な
ど
に
比
す
れ
ば
儒
教
や
仏
教
は
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ

　
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。

　
　
し
か
し
彼
自
身
は
仏
教
の
信
仰
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
仏
教
も
儒
教
も
当
時
の
世
の
中
に
は
必
要
の
な
い
も
の
と
い
っ

　
て
い
ま
す
。
彼
の
主
張
の
限
界
は
儒
教
で
も
仏
教
で
も
、
そ
の
表
面
だ
け
を
見
て
、
内
部
の
真
精
神
を
見
よ
う
と
し
な
い
こ
と
で

　
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
西
洋
の
学
者
が
、
仏
教
を
外
部
か
ら
学
問
的
に
研
究
す
る
態
度
と
同
じ
で
あ
っ
て
、
こ
の

　
よ
う
な
皮
相
的
な
研
究
で
は
、
仏
教
の
真
の
価
値
が
見
出
さ
れ
得
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
仏
教
経
典
は
た
ん
に
科

　
学
的
に
研
究
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
信
仰
や
体
験
を
通
じ
て
内
面
的
に
見
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
九
ー
四
〇
頁
）

と
神
田
博
士
の
言
説
を
敷
演
説
明
さ
れ
て
い
る
。
『
出
定
後
語
』
の
優
れ
た
学
術
書
で
あ
っ
て
、
憎
悪
に
満
ち
た
仏
教
排
斥
書
と
は

類
を
異
に
す
る
こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
神
田
博
士
は
『
出
定
後
語
』
の
影
響
反
響
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ま

　
「
出
定
後
語
」
の
真
意
を
読
み
と
る
こ
と
は
、
決
し
て
生
や
さ
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
書
ほ
ど
古
来
悪
評
と
讃
辞
と
が
判
然

　
と
二
つ
に
分
れ
て
い
る
も
の
は
少
い
と
思
う
が
、
そ
れ
も
ま
っ
た
く
そ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
お
も
し
ろ
い
の
は
、
悪
評
と
い
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う
よ
り
非
難
攻
撃
、
罵
匡
コ
言
蓑
誇
を
極
め
て
い
る
の
が
仏
教
家
の
側
で
、
そ
れ
に
反
し
て
少
し
い
や
ら
し
い
位
に
賞
め
た
た
え
て
い

る
の
が
国
学
者
の
側
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
何
故
そ
う
な
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
両
者
と
も
に
、
本
書
を
も
っ
て
仏
教
の
悪
口
を

い
っ
た
も
の
と
解
し
た
か
ら
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
本
書
は
、
そ
の
開
巻
第
一
の
「
教
起
前
後
」
の
章
か
ら
し
て
、
こ
れ
ま
で
長
く

仏
教
家
の
問
に
信
奉
さ
れ
て
き
た
天
台
の
五
時
八
教
の
説
を
真
向
か
ら
否
定
し
、
す
べ
て
の
仏
教
経
典
は
釈
迦
の
滅
後
、
長
い
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
く

月
の
問
に
お
い
お
い
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
如
来
の
金
口
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
か
の
ご
と
く
に
考
え
る
の
は
ま
っ
た
く

歴
史
事
実
に
反
し
た
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
ん
に
ち
の
仏
教
学
の
常
識
で
は
、
格
別
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
が
、

当
時
の
仏
教
家
に
は
、
ま
さ
に
青
天
の
露
麗
で
、
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
に
相
違
な
い
。
そ
の
様
子
は
、
本
書
の
刊
行
後
た
だ
ち

に
、
放
光
の
「
弁
出
定
後
語
」
や
文
雄
の
「
非
出
定
後
語
」
の
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
や
や
お
く

れ
て
出
た
書
で
あ
る
が
、
潮
音
の
「
掴
裂
邪
網
編
」
に
至
っ
て
は
、
ま
っ
た
く
常
軌
を
逸
す
る
ま
で
に
痛
憤
し
て
い
る
。
当
時
の

事
情
か
ら
察
す
る
と
、
い
つ
狂
信
的
な
仏
教
家
に
よ
っ
て
幕
府
に
提
訴
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
不
測
の
事
態
を
ひ
き
お
こ
す
よ
う
な

こ
と
に
な
ら
な
か
っ
た
と
も
限
ら
な
い
。
現
に
明
治
に
な
っ
て
か
ら
で
も
、
村
上
専
精
は
、
そ
の
著
「
仏
教
統
一
論
」
が
大
乗
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
せ
き
ち
だ
つ

仏
説
を
唱
え
た
も
の
と
し
て
周
囲
か
ら
騒
ぎ
立
て
ら
れ
、
そ
の
属
す
る
東
本
願
寺
か
ら
僧
籍
號
奪
と
い
う
僧
侶
と
し
て
の
極
刑
に

処
せ
ら
れ
よ
う
と
し
、
み
ず
か
ら
進
ん
で
こ
れ
を
返
上
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
事
柄
は
違
う
が
、
昭
和
の
十
年
代
に
お
こ
っ
た
津

田
左
右
吉
事
件
も
想
起
さ
れ
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
幸
か
不
幸
か
、
仲
基
は
「
出
定
後
語
」
を
出
版
し
た
翌
年
、
僅
か
に
三

十
二
歳
の
若
・
、
］
で
こ
の
世
を
辞
し
て
い
る
。
そ
う
し
て
「
出
定
後
語
」
の
版
木
も
安
全
を
得
た
の
で
あ
る
。

　
仏
教
家
の
「
出
定
後
語
」
に
対
す
る
非
難
攻
撃
を
尻
目
に
、
こ
の
書
を
い
か
に
も
我
が
意
を
得
た
り
と
ば
か
り
に
覚
め
た
た
え

た
の
は
、
国
学
者
の
本
居
宣
長
で
あ
る
。
そ
の
著
「
玉
勝
間
」
の
中
に
わ
ざ
わ
ざ
「
出
定
後
語
と
い
ふ
ふ
み
」
の
一
章
を
設
け
て
、

「
見
る
に
め
さ
む
る
こ
こ
ち
す
る
事
共
多
し
」
と
い
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
承
け
て
、
い
っ
そ
う
「
出
定
後
語
」
を
も
ち
あ
げ
、
そ
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の
書
名
に
因
ん
で
「
出
定
笑
語
」
の
一
書
を
さ
え
著
し
た
の
は
、
本
居
の
学
統
を
承
け
た
平
田
篤
胤
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
居
に

し
て
も
平
田
に
し
て
も
、
偏
狭
な
排
仏
論
者
で
、
そ
の
立
場
か
ら
「
出
定
後
語
」
を
利
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
仏
教
の
経
典
が
す

　
べ
て
如
来
の
金
口
か
ら
出
た
も
の
で
な
い
ヒ
す
る
仲
基
の
説
は
、
ま
っ
た
く
か
れ
ら
の
思
う
壼
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
、
「
出
定

後
語
」
．
の
真
意
を
よ
く
理
解
し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
「
出
定
後
語
」
の
真
意
に
触
れ
る
と
こ
ろ
が
少
し
も
認
め
ら

　
れ
な
い
。

　
　
そ
れ
で
は
「
出
定
後
語
」
の
真
意
と
は
何
か
。
石
浜
博
士
は
、
こ
の
書
を
も
っ
て
「
仏
教
思
想
史
論
」
〔
神
田
博
±
は
自
ら
こ

　
れ
を
「
仏
教
思
想
発
達
史
論
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
〕
と
、
そ
の
内
容
を
規
定
さ
れ
た
の
ち
、
更
に
言
葉
を
つ
い
で
、
別
に
仏
教

　
の
悪
口
を
言
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
説
明
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
わ
た
く
し
も
そ
の
通
り
に
相
違
な
い
と
思
う
。
「
出
定
後
語
」

　
は
、
仏
教
を
生
成
の
相
に
お
い
て
と
ら
え
た
書
で
あ
る
。
仏
教
が
善
い
教
で
あ
る
と
も
悪
い
教
で
あ
る
と
も
、
少
し
も
価
値
判
断

　
は
し
て
い
な
い
。
純
然
た
る
歴
史
学
者
の
態
度
を
も
っ
て
、
そ
の
展
開
発
達
し
て
い
っ
た
跡
を
追
究
し
て
、
こ
れ
を
説
明
し
た
だ

　
け
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
そ
の
展
開
発
達
し
て
ゆ
く
原
理
と
し
て
「
加
上
」
と
い
う
こ
と
を
説
い
た
。
仲
基
は
い
う
、
「
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い

　
教
が
興
起
の
分
る
る
は
、
皆
、
も
と
そ
の
相
加
上
す
る
に
出
づ
。
そ
の
相
加
上
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
道
法
何
ぞ
張
ら
ん
。

　
乃
ち
古
今
道
法
の
自
然
な
り
」
と
。
こ
れ
が
「
出
定
後
語
」
の
首
尾
を
通
じ
て
一
貫
す
る
精
神
で
あ
る
。
こ
の
点
を
は
じ
め
て
は

　
っ
き
り
と
顕
彰
し
た
の
は
内
藤
湖
南
先
生
で
、
先
生
の
出
ら
れ
る
ま
で
は
「
出
定
後
語
」
と
い
え
ば
、
こ
れ
を
非
難
す
る
と
賞
讃

　
す
る
と
の
い
ず
れ
の
側
に
お
い
て
も
、
皆
、
唯
だ
仏
教
を
誹
っ
た
書
と
ば
か
り
誤
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
書
に
対
す
る
内

　
藤
先
生
の
功
績
は
実
に
大
き
い
。

と
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
続
い
て
内
藤
先
生
の
業
績
、
そ
の
高
弟
で
あ
っ
た
武
内
義
雄
博
士
が
ほ
か
な
ら
ぬ
仲
基
の
「
加
上
」
説
に
よ

っ
て
論
語
の
成
立
、
あ
る
い
は
老
子
を
孔
子
以
後
の
人
物
と
措
定
さ
れ
る
ま
で
の
業
績
に
触
れ
ら
れ
て
富
永
仲
基
の
影
響
を
語
り
つ
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が
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
富
永
仲
基
の
『
出
定
後
語
』
の
再
考
は
浅
学
の
よ
く
な
し
う
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
そ
の
初
三
章
に
か
ぎ
っ
て
解

説
を
試
み
て
み
た
い
。

　
こ
こ
に
使
用
す
る
『
出
定
後
語
』
テ
キ
ス
ト
は
水
田
紀
久
編
註
、
岩
波
日
本
思
想
大
系
本
で
あ
る
。
漢
文
に
よ
る
原
文
も
国
訳
文

の
後
に
（
一
〇
六
　
＝
二
八
頁
）
補
わ
れ
て
い
て
便
利
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
漢
文
原
典
『
出
定
後
語
』
が
誤
読
す
る
こ
と
な
く
国

訳
さ
れ
て
い
る
か
と
疑
う
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
国
訳
で
あ
る
と
、
漢
訳
で
あ
る
と
を
問
わ

ず
訳
書
の
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
試
練
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
述
べ
た
か
ら
と
い
っ
て
水
田
本
に
誤
訳
が
多
い
と
い
う
の
で
は
な

い
。
水
田
本
が
本
邦
初
の
国
訳
で
な
け
れ
ば
も
し
誤
訳
が
あ
っ
て
も
そ
れ
は
伝
統
的
に
読
み
誤
ま
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
水
田

本
の
罪
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
国
訳
文
に
つ
い
て
頭
註
が
附
け
ら
れ
ま
た
巻
末
に
補
註
の
あ
る
こ
と
は
岩
波
大
系
本
に
通
途
の
形

式
で
あ
る
。
こ
の
な
か
頭
註
に
つ
い
て
意
見
を
異
に
す
る
と
き
は
筆
者
の
見
解
を
加
え
さ
せ
て
頂
く
。
ま
た
、
出
定
後
語
の
「
し
ゅ

つ
じ
ょ
う
こ
う
こ
」
の
従
来
の
訓
み
を
「
し
ゅ
つ
じ
ょ
う
ご
ご
」
と
訂
正
さ
れ
て
い
る
か
ら
は
そ
の
他
も
す
べ
て
、
呉
音
の
い
わ
ゆ

る
経
典
訓
み
に
統
一
さ
れ
て
い
る
か
検
討
も
加
え
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
す
る
。
こ
の
論
文
の
読
者
は
机
上
に
水
田
本
を
用
意
さ
れ
る

こ
と
を
希
望
す
る
。
テ
キ
ス
ト
を
こ
こ
に
掲
げ
る
ゆ
と
り
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

『
出
定
後
語
』
初
三
章
（
一
四
ー
二
五
頁
）
に
つ
い
て
初
め
に
引
用
経
典
を
あ
げ
、
次
に
漢
文
国
訳
に
お
け
る
疑
点
を
あ
げ
る
な
ど

し
て
テ
キ
ス
ト
の
改
善
す
べ
き
点
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
改
善
し
、
最
後
に
学
祖
の
批
判
を
併
せ
て
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。
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こ
れ
は
『
出
定
後
語
』
の
初
章
の
章
題
で
あ
る
。
こ
の
章
題
は
『
華
厳
五
教
章
』
（
詳
し
く
は
『
華
厳
一
乗
教
義
分
斉
章
』
）

来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
『
華
厳
五
教
章
』
（
大
正
四
五
、
四
七
七
上
i
五
〇
九
上
）
は
、

建
立
一
乗
第
一

教
義
摂
益
第
二

古
今
立
教
第
三

分
教
開
宗
第
四

乗
教
開
合
第
五

教
起
］
削
後
牌
弟
六

決
択
其
意
第
七

施
設
異
相
第
八

所
詮
差
別
第
九

義
理
分
齋
第
十

の
十
門
か
ら
成
っ
て
い
る
が

（
四
七
七
上
　
）

（
四
八
〇
上
－
し

（
四
八
〇
中
ー
）

（
四
八
一
中
ー
）

（
四
八
二
上
　
）

（
四
八
二
中
　
）

（
四
八
三
上
－
↓

（
四
八
三
下
－
‘
）

（
四
八
四
下
　
）

（
四
九
九
上
ー
）

　
　
　
、
こ
の
な
か

「
教
起
前
後
」
の
第
六
門
が
章
題
の
由
来
で
あ
る
。

に
由

　
仲
基
が
「
教
起
前
後
第
一
」
二
四
－
二
〇
頁
）
に
引
用
す
る
経
典
を
列
挙
す
れ
ば
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
出
定
後

語
』
の
文
を
「
論
日
」
と
し
て
頭
書
し
て
↓
目
瞭
然
た
ら
し
め
順
を
追
っ
て
解
説
す
る
。

ω
論
日
（
一
四
頁
）

　
因
果
経
に
云
く
、
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こ

　
「
太
子
、
因
に
雪
山
に
入
り
、
遍
く
諸
仙
に
拍
ふ
。
何
の
果
を
求
め
ん
と
欲
す
と
。
仙
人
答
へ
言
ふ
、
天
に
生
ま
れ
ん
と
欲
す
る

　
が
た
め
と
」
。
乃
ち
こ
れ
。

因
果
経
（
過
去
現
在
因
果
経
の
略
称
）
劉
宗
求
那
践
陀
羅
訳
、
四
巻
、
そ
の
第
二
巻
に

　
（
太
子
が
）
彼
の
諸
仙
人
の
行
を
観
察
さ
る
る
に
、
或
は
草
を
以
て
衣
と
為
す
者
あ
り
、
或
は
樹
皮
樹
葉
を
以
て
服
と
為
す
者
あ

　
り
、
或
は
た
だ
草
木
花
果
を
食
す
る
あ
り
、
或
は
一
日
一
食
す
る
あ
り
、
或
は
二
日
一
食
、
或
は
三
日
一
食
、
是
の
如
く
自
餓
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
法
を
行
ず
。
或
は
水
火
に
事
え
、
或
は
日
月
を
奉
じ
、
或
は
一
脚
を
翅
げ
、
或
は
塵
土
に
臥
し
、
或
は
荊
棘
の
上
に
臥
す
る
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
プ
な
わ
ち

　
或
は
水
火
の
側
に
臥
す
る
あ
り
。
太
子
既
に
比
の
如
き
の
苦
行
を
見
て
即
便
、
微
伽
仙
人
に
問
う

　
　
　
　
い
　
ま

　
「
汝
等
今
者
こ
の
苦
行
を
修
す
る
は
甚
だ
奇
特
た
り
。
皆
、
何
ら
の
果
報
を
求
め
ん
と
欲
す
る
や
」

　
　
仙
人
答
え
て
言
わ
く
、

　
　
「
此
の
苦
行
を
修
す
る
は
、
天
に
生
ま
れ
ん
と
欲
す
る
が
た
め
な
り
」
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
三
、
六
三
四
中
）

と
の
文
が
あ
る
が
、
テ
キ
ス
ト
は
こ
れ
を
要
約
し
て
あ
げ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ω
論
日
、
（
一
五
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
つ
　
ち
せ
ん

　
智
度
、
金
剛
仙
、
二
論
に
云
く
、
「
如
来
こ
の
鉄
囲
山
外
に
あ
り
て
、
文
殊
お
よ
び
十
方
の
仏
と
共
に
、
大
乗
法
蔵
を
結
集
す
」

　
　
　
　
　
う

　
　
　
　
　
　
し
む

　
－
こ
　
　
ノ
ち
こ
オ

　
大
智
度
論
一
第
百
巻
に
テ
キ
ス
ト
相
当
文
を
見
出
さ
な
い
が
『
金
剛
仙
論
』
巻
一
（
大
正
二
五
、
八
〇
一
上
）
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
し
こ

　
又
、
復
た
如
来
、
鉄
囲
山
外
な
る
余
の
世
界
に
至
ら
ざ
る
二
界
の
中
間
に
在
り
て
無
量
の
諸
仏
と
共
に
彼
に
集
り
て
仏
の
話
の
経

　
を
説
き
乏
り
て
大
乗
法
蔵
を
結
集
せ
ん
と
欲
す
。

と
あ
る
。
し
か
し
、
「
法
苑
珠
林
』
（
大
正
五
三
、
三
七
三
上
）
に
テ
キ
ス
ト
と
全
同
の
文
が
あ
る
か
ら
テ
キ
ス
ト
の
頭
註
が
示
す
よ
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う
に
、
そ
れ
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
ろ
う
。

国
論
日
、
　
（
一
五
頁
）

　
「
得
道
の
夜
よ
り
、
浬
盤
の
夜
に
至
る
ま
で
、
常
に
般
若
を
説
く
」

こ
の
文
に
続
い
て
「
智
度
論
の
文
し
か
り
」
と
あ
る
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
頭
註
の
示
す
よ
う
に
こ
れ
は
天
台
智
者
大
師
の
『
法
華
玄

義
』
第
十
巻
上
（
大
正
三
三
、
八
〇
一
下
）
お
よ
び
第
十
巻
下
（
大
正
三
三
、
八
一
〇
⊥
）
の

　
大
論
に
言
わ
く
「
道
を
得
る
の
夜
よ
り
泥
垣
の
夜
に
至
る
ま
で
常
に
般
若
を
説
く
」

の
文
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
言
わ
れ
る
大
論
す
な
わ
ち
『
大
智
度
論
』
（
大
正
二
五
、
六
九
下
）
に
は

　
大
迦
葉
、
阿
難
に
語
る
ら
く
、

　
　
転
法
輪
経
よ
り
大
般
浬
般
木
に
至
る
ま
で
四
阿
含
（
す
な
わ
ち
）
増
一
阿
含
・
中
阿
含
・
長
阿
含
・
相
応
阿
含
を
集
め
作
る
、
是

　
　
を
修
妬
路
法
蔵
と
名
つ
く
．
、

－
二
あ
る
の
み
で
同
文
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
『
大
智
度
論
』
の
文
は
『
法
華
玄
義
」
｝
（
大
正
、
三
三
、
八
〇
九
下
）

に
、　

釈
論
に
云
く
、
「
初
鹿
苑
よ
り
浬
繋
の
夜
に
至
る
ま
で
説
く
所
の
戒
定
慧
、
結
び
て
修
妬
路
等
蔵
と
為
す
」
。

と
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
相
当
す
る
。
大
論
に
は
テ
キ
ス
ト
と
同
文
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
今
回
は
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
、

④
論
日
、
二
五
百
○

　
論
ま
た
迦
文
初
成
道
の
事
を
説
き
て
云
く
、
「
こ
の
時
、
世
界
主
梵
天
王
、
名
は
式
棄
お
よ
び
色
界
の
諸
天
等
、
釈
提
桓
因
お
よ

　
び
欲
界
の
諸
天
等
、
み
な
仏
の
所
に
詣
し
て
、
世
尊
に
初
転
法
輪
を
勧
請
す
。
ま
た
こ
れ
菩
薩
の
念
じ
て
、
も
と
願
ふ
所
、
お
よ
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び
大
慈
大
悲
の
故
に
、
請
を
受
け
て
法
を
説
く
。
諸
法
甚
深
の
者
は
般
若
波
羅
蜜
こ
れ
な
り
。
こ
の
故
に
、
仏
、
摩
詞
般
若
波
羅

　
密
経
を
説
く
」
と
。
乃
ち
こ
れ
。

『
大
智
度
論
』
巻
一
（
大
正
二
五
、
五
八
上
中
）
に
お
け
る
こ
の
引
証
文
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
是
の
時
、
三
千
大
千
世
界
の
主
な
る
梵
天
王
の
式
棄
と
名
つ
く
る
と
お
よ
び
色
界
の
諸
天
等
、
釈
提
桓
因
お
よ
び
欲
界
の
諸
天
等

　
井
び
に
四
天
王
、
皆
仏
所
に
詣
り
て
世
尊
に
初
転
法
輪
を
勧
請
す
。
亦
た
是
れ
菩
薩
の
念
じ
て
も
と
願
う
所
、
及
び
大
慈
大
悲
の

　
故
に
請
を
受
け
て
法
を
説
く
。
諸
法
甚
深
な
る
は
般
若
波
羅
蜜
こ
れ
な
り
。
是
の
故
に
仏
、
般
若
波
羅
蜜
経
を
説
き
た
も
う
。

㈲
論
日
、
（
一
五
頁
）

　
転
法
輪
経
よ
り
大
浬
藥
に
至
る
ま
で
、
集
め
て
四
阿
含
を
作
る
。

こ
の
引
証
文
は
す
で
に
③
に
掲
げ
た
『
大
智
度
論
』
（
大
正
二
五
、
六
九
下
）
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。

⑥
詮
珊
［
口
、
　
（
↓
六
頁
）

　
智
度
論
に
云
・
＼
「
大
迦
葉
、
阿
難
に
語
る
。
転
法
輪
経
よ
り
大
浬
藥
に
至
る
ま
で
、
集
め
て
四
阿
含
を
作
る
増
一
阿
含
、
中
阿

　
含
、
長
阿
含
、
相
応
阿
含
、
こ
れ
を
修
妬
路
法
蔵
と
名
つ
く
」
と
。
乃
ち
こ
れ
。

こ
れ
は
㈲
と
全
く
同
じ
『
大
智
度
論
』
の
文
を
引
証
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
、
⑤
の
文
の
由
来
す
る
そ
の
経
文
を
挙
げ
た

も
の
と
解
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

の
論
日
、
（
一
六
頁
）

　
故
に
そ
の
仁
王
般
若
の
序
に
云
ふ
、
「
世
尊
、
前
に
す
で
に
四
般
若
を
説
く
。
三
十
年
正
月
、
仁
王
を
説
く
」
者
も
…
…

玄
装
訳
『
仁
王
護
国
般
若
波
匡
・
維
蜜
多
経
』
に
は
代
宗
皇
帝
の
「
大
唐
新
酬
護
国
仁
王
般
若
経
序
」
（
大
正
八
、
八
三
四
上
中
）
が
あ

る
が
、
こ
こ
に
は
右
の
テ
キ
ス
ト
の
文
は
な
い
。
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⑧
詮
珊
日
、
　
（
］
〕
ハ
百
ハ
）

　
法
界
性
論
こ
れ
を
説
き
て
云
く
、
「
十
二
年
阿
含
を
説
き
、
三
十
年
大
品
を
説
き
、
八
年
法
華
を
説
く
」
と
。

『
法
界
性
論
』
は
「
西
谷
名
目
巻
下
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
が
現
存
し
な
い
と
テ
キ
ス
ト
は
頭
註
し
て
い
る
。

⑨
論
日
、
二
六
頁
）

　
（
こ
こ
に
お
い
て
法
華
氏
の
言
興
こ
る
。
）
そ
の
言
に
云
く
、
「
成
正
覚
よ
り
こ
の
か
た
四
十
余
年
を
過
ぐ
。
無
数
の
方
便
、
衆
生

　
を
引
導
す
。
わ
が
所
説
の
諸
経
、
法
華
最
第
一
。
た
だ
し
菩
薩
の
た
め
に
し
て
、
小
乗
の
た
め
に
せ
ず
、
諸
法
の
実
相
を
観
ず
。

　
こ
れ
を
菩
薩
の
行
と
名
つ
く
。

こ
の
引
用
文
に
つ
い
て
テ
キ
ス
ト
の
頭
註
は
、
法
華
経
の
、
従
地
涌
出
品
・
方
便
品
・
法
師
品
・
安
楽
行
品
の
四
品
に
あ
ら
わ
れ
る

語
言
を
綴
述
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

㎝
論
日
、
　
（
↓
六
頁
）

　
無
量
義
経
も
ま
た
云
く
、
「
四
十
余
年
、
い
ま
だ
真
実
を
顕
は
さ
ず
、
種
種
の
説
法
は
方
便
力
を
も
っ
て
す
」

『
無
量
義
経
』
説
法
品
（
大
正
九
、
三
八
六
中
）
に
は
、

　
諸
衆
生
の
性
欲
不
同
な
る
を
以
て
性
欲
不
同
に
種
種
に
説
法
し
、
種
種
に
説
法
す
る
は
方
便
力
を
以
て
し
、
四
十
余
年
い
ま
だ
真

　
実
を
顕
わ
さ
ず

と
あ
り
、
テ
キ
ス
ト
の
頭
註
は
こ
の
引
用
の
文
を
前
後
逆
転
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
を
倒
叙
と
述
べ
て
い
る
。

ω
論
日
、
（
］
七
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
　
　
　
　
　
　
の
ち

　
解
深
密
経
に
云
く
、
「
初
め
小
乗
、
中
空
教
、
後
不
空
」
と
。

「
解
深
密
経
』
に
此
の
文
見
あ
た
ら
ず
、
テ
キ
ス
ト
頭
註
の
言
う
よ
う
に
『
華
厳
五
教
章
』
（
華
厳
一
乗
教
義
分
齋
章
）
、
第
七
決
揮
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（
教
起
）
前
後
意
（
大
正
四
五
、
四
八
三
中
）
か
ら
の
孫
引
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
い
わ
く
。

　
初
時
は
小
乗
法
を
転
ず
る
を
見
、
中
時
は
空
教
法
輪
を
転
ず
る
を
見
、
後
時
は
不
空
法
輪
を
転
ず
る
を
見
る
。
解
深
密
経
等
に
説

　
く
が
如
し
ヒ
は
是
れ
な
り
。

と
。

ω
論
日
、
（
一
七
頁
）

　
大
論
の
遍
吉
の
語
、
見
る
べ
し
。

一
大
智
度
論
』
（
大
正
二
五
、
　
一
二
七
上
）
に
、

　
遍
吉
菩
薩
自
ら
言
う
「
若
し
人
あ
り
て
法
華
経
を
読
請
せ
ば
我
れ
当
に
白
象
に
乗
り
て
来
り
て
之
を
教
導
す
べ
し
」

の
文
、
こ
れ
が
遍
吉
、
即
ち
普
賢
菩
薩
の
語
で
あ
る
と
テ
キ
ス
ト
頭
註
は
示
し
て
い
る
。

ω
論
日
、
二
七
頁
）

　
そ
の
十
六
年
始
め
て
大
集
を
説
く
と
云
ふ
が
ご
と
き

・
の
文
は
一
大
】
采
経
』
序
品
（
大
正
ニ
ニ
、
　
一
中
）
に
、

　
そ
の
時
、
如
来
仏
道
を
得
す
る
こ
と
を
成
じ
て
、
始
め
て
十
六
年
、
衆
中
多
く
梵
行
を
修
し
悉
く
来
り
大
集
し
、
菩
薩
の
法
蔵
を

　
受
持
す
る
に
堪
任
す
る
を
広
知
す
。

の
引
用
で
あ
る
と
テ
キ
ス
ト
の
頭
註
は
い
う
、

圓
論
日
、
　
（
↓
八
頁
）

　
法
顕
の
伝
に
云
・
＼
「
某
の
国
は
小
乗
’
0
2
学
、
某
の
国
は
大
乗
の
学
、
某
の
国
は
大
小
乗
を
兼
ぬ
」
と
。

こ
の
文
は
『
法
顕
伝
一
す
な
わ
ち
『
高
僧
法
顕
伝
』
（
大
正
五
一
、
八
五
七
上
－
八
六
六
下
）
に
そ
の
ま
ま
見
出
さ
れ
な
い
、
巻
首
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よ
ー
ー
八
五
九
上
に
至
る
間
に
散
説
シ
・
、
れ
て
い
る
の
を
一
括
し
て
こ
の
よ
う
に
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

的
論
日
、
　
（
↓
八
頁
）

　
二
切
の
煩
悩
は
、
本
来
お
の
つ
か
ら
離
る
。
断
お
よ
び
不
断
と
説
く
べ
か
ら
ず
。
　
一
切
の
衆
生
は
、
み
な
こ
れ
一
切
、
畢
寛
不

　
生
な
り
。
諸
名
字
を
離
る
れ
ば
、
即
ち
一
切
法
は
唯
一
真
心
、
一
念
不
生
な
り
。
即
ち
こ
れ
仏
、
一
地
よ
り
一
切
に
至
ら
ず
、
初

　
地
は
乃
ち
八
地
」

こ
の
文
に
つ
い
て
頭
註
は
「
華
厳
五
教
章
の
取
義
」
と
あ
る
よ
う
に
『
華
厳
五
教
章
』
に
は
こ
の
ま
ま
の
文
は
な
く
て
、
わ
ず
か
に

左
の
文
を
見
出
し
え
た
の
み
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
（
大
正
四
五
、
四
八
九
中
）

　
若
し
頓
教
に
依
ら
ば
一
切
の
行
位
み
な
不
可
説
な
り
。
相
を
離
る
る
を
以
て
の
故
に
、
一
念
不
生
即
ち
是
れ
仏
の
故
に
、
も
し
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ア
　

　
位
の
差
別
等
の
相
を
見
れ
ば
即
ち
顛
倒
な
る
が
故
に
。
若
し
言
に
寄
り
て
顕
わ
さ
ば
、
樗
伽
に
言
う
が
如
し
、
「
初
地
即
八
地
、

　
乃
至
無
所
有
に
何
の
次
等
か
有
る
」
と
。
又
、
思
益
経
に
言
わ
く
「
若
し
人
、
是
の
諸
法
正
性
を
聞
き
て
勤
行
精
進
如
説
修
行
す

　
れ
ば
、
一
地
よ
り
一
地
に
至
ら
ず
。
若
し
一
地
よ
り
一
地
に
至
ら
ず
ば
、
是
の
人
、
生
死
浬
繋
に
住
せ
ず

の
文
で
あ
る
．

㈹
論
日
、
二
九
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
た
ら
ん
ぞ
う
　
　
　
　
　
う
ば
り
　
　
　
　
　
　
び
な
や
ぞ
う

　
六
度
経
に
云
く
、
「
わ
が
滅
度
の
後
、
阿
難
陀
を
し
て
所
説
の
素
胆
績
蔵
を
受
持
し
、
郭
波
離
を
し
て
所
説
の
毘
那
耶
蔵
を
受
持

　
　
　
カ
　
た
　
え
ん
　
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
げ
　
だ
つ
　
き
ぞ
う

　
し
、
迦
多
行
那
を
し
て
所
説
の
阿
毘
達
磨
蔵
を
受
持
し
、
曼
殊
師
利
菩
薩
を
し
て
所
説
の
大
乗
般
若
波
羅
蜜
多
を
受
持
せ
し
む
。

　
そ
の
金
剛
手
菩
薩
は
、
所
説
の
甚
深
微
妙
の
総
持
門
を
受
持
す
」
と
。

こ
の
文
は
「
六
度
経
』
（
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
多
経
、
唐
の
般
若
三
蔵
訳
の
略
称
、
大
正
八
、
八
六
八
下
）
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

川
論
日
、
二
九
頁
）

it）



　
世
尊
は
一
切
智
智
を
得
て
、
無
量
の
衆
生
の
た
め
に
広
演
分
布
し
、
種
種
の
趣
、
種
種
の
性
欲
、
種
種
の
方
便
道
に
随
い
て
、
一

　
切
智
智
を
宣
説
す
。
あ
る
い
は
声
聞
乗
道
、
あ
る
い
は
縁
覚
乗
道
、
あ
る
い
は
大
乗
道
、
あ
る
い
は
五
通
智
道
、
あ
る
い
は
天
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
だ
つ
ば

　
生
ま
れ
、
あ
る
い
は
人
中
お
よ
び
竜
・
夜
叉
、
乾
闊
婆
に
生
ま
れ
ん
と
願
い
、
な
い
し
摩
喉
羅
伽
に
生
ま
る
る
法
を
説
く
。
…
…

　
〔
中
略
）
…
…
お
の
お
の
か
の
言
音
に
同
じ
く
、
種
種
の
威
儀
に
住
す
。
し
か
し
て
こ
の
一
切
智
智
道
は
一
味
な
り
」
と
。

こ
の
文
は
「
大
日
経
』
（
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
、
唐
、
善
無
畏
、
一
行
共
訳
、
七
巻
の
略
称
、
大
正
一
八
、
一
中
）
の
引

用
で
あ
る
。

⑱
論
日
、
二
九
頁
）

　
ま
た
云
く
、
「
契
経
は
乳
の
ご
と
く
、
調
伏
は
酪
の
ご
と
く
、
対
法
は
生
蘇
の
ご
と
く
、
般
若
は
熟
蘇
の
ご
と
く
、
総
持
明
は
醍

　
醐
の
ご
と
し
」
と
。

「
ま
た
云
く
」
と
あ
る
と
き
は
こ
れ
に
先
立
つ
引
用
経
典
を
指
す
の
が
一
般
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
前
の
『
大
日
経
』
で
は
な
く
て
、

前
前
の
『
六
度
経
』
の
引
用
で
あ
る
。
『
六
度
経
』
（
大
正
八
、
八
六
八
下
）
の
文
は
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
此
の
五
法
蔵
は
壁
≡
え
ば
乳
酪
・
生
蘇
・
熟
蘇
お
よ
び
妙
醍
醐
の
ご
と
し
。
契
経
は
乳
の
ご
と
く
、
調
伏
は
酪
の
ご
と
く
、
対
法
教

　
は
彼
の
生
蘇
の
ご
と
く
、
大
乗
般
若
は
猶
し
熟
蘇
の
ご
と
く
、
総
持
門
は
讐
え
ば
醍
醐
の
如
し
。

㎝
論
日
、
二
九
頁
）

　
不
空
師
の
言
く
、
「
経
爽
、
鉄
塔
に
蔵
す
る
こ
と
数
百
年
、
竜
猛
始
め
て
獲
た
り
」
と
。

『
金
剛
頂
経
義
訣
』
（
詳
し
く
は
金
剛
頂
経
大
楡
伽
秘
密
心
地
法
門
義
訣
）
一
巻
（
上
巻
の
み
）
に
、

　
阿
闇
梨
言
わ
く
、
経
爽
の
広
長
床
の
如
く
、
厚
さ
四
五
尺
、
無
量
の
頒
あ
り
。
南
天
竺
界
鉄
塔
の
中
に
在
り
、
仏
滅
度
の
後
、
数

　
百
年
間
、
人
の
能
く
此
の
塔
を
開
く
な
し
。
鉄
扇
鉄
鎖
を
以
て
之
を
封
閉
す
。
其
の
中
に
天
竺
国
仏
法
漸
や
く
衰
う
。
時
に
大
徳
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あ
り
、
先
ず
大
毘
盧
遮
那
真
言
を
諦
持
し
て
毘
盧
遮
那
仏
を
得
、
其
の
身
を
現
じ
及
び
多
身
を
現
じ
て
虚
空
の
中
に
於
て
此
の
法

　
門
及
び
文
字
章
句
を
説
く
。
次
第
し
て
写
さ
し
め
乏
り
て
即
ち
滅
す
。
即
ち
今
の
毘
盧
遮
那
念
諦
法
要
一
巻
な
り
。
是
の
時
、
此

　
の
大
徳
持
請
成
就
し
て
此
の
塔
を
開
か
ん
こ
と
を
願
う
。
七
日
中
に
於
て
塔
を
遙
り
て
念
諦
し
、
白
芥
子
七
粒
を
以
て
此
の
塔
門

　
を
打
つ
に
乃
ち
開
く
。

と
あ
る
文
を
仲
基
自
ら
こ
こ
に
要
略
し
て
掲
げ
た
か
、
或
は
す
で
に
何
人
か
の
要
略
せ
る
も
の
を
孫
引
き
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
経
説
の
異
同
第
二
」

｝t－L円∫の　大乗哲学一

oo
_
日
、
（
二
〇
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
し
ゆ
か
お
う
　
　
は
ん
じ
や
う
し
つ
だ
い
え

　
大
論
に
云
く
、
「
仏
滅
百
年
、
阿
輸
迦
王
、
般
閣
予
麸
大
会
を
作
す
。
諸
の
大
法
師
の
論
議
異
な
り
。
故
に
別
部
の
名
字
あ
り
」

　
と
。
（
大
正
二
五
、
七
〇
上
）

㎝
三
調
日
、
（
二
〇
頁
）

　
ま
た
云
く
、
「
仏
法
五
百
歳
を
過
ぎ
て
後
、
お
の
お
の
分
別
し
五
百
部
あ
り
」
と
。
（
大
正
二
五
、
五
〇
三
下
）

⑳
論
日
、
（
二
〇
頁
）

　
ま
た
婆
娑
の
序
説
に
云
く
、
「
如
来
滅
後
四
百
年
の
初
め
（
古
論
に
は
六
百
年
に
作
る
）
、
北
印
度
の
境
な
る
健
駄
遷
国
王
、
常
に

　
仏
経
を
習
ふ
。
日
に
一
僧
を
請
じ
て
、
室
に
入
れ
法
を
説
か
し
む
。
僧
説
同
じ
き
こ
と
な
し
。
王
も
っ
て
深
く
疑
ひ
、
脇
尊
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
み
よ
う

　
問
ふ
。
尊
者
答
へ
て
曰
く
、
「
如
来
世
を
去
り
て
、
歳
月
途
遷
。
弟
子
部
執
し
、
聞
見
に
よ
っ
て
矛
盾
を
な
す
」
と
。
よ
り
て
問

　
う
て
曰
く
、

‘i



　
「
諸
部
の
立
範
、
何
れ
か
最
も
善
き
か
」
と
。
答
へ
て
曰
く
、
「
有
宗
に
越
し
た
る
は
な
し
」
と
。
王
の
曰
く
、
「
こ
の
部
の
三
蔵
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
つ

　
い
ま
ま
・
・
」
に
結
集
す
べ
し
。
す
べ
か
ら
く
有
徳
を
召
し
て
、
と
も
に
こ
れ
を
詳
議
す
べ
し
」
と
。
こ
こ
に
お
い
て
、
世
友
等
五
百

　
人
、
三
蔵
を
釈
す
。
お
よ
そ
三
十
万
頒
、
即
ち
大
毘
婆
沙
こ
れ
な
り
」
と
。

二
の
引
用
文
、
「
婆
沙
の
序
説
」
な
る
『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
序
（
大
正
二
七
、
一
上
）
』
に
見
当
ら
な
い
。

③
論
［
［
［
、
　
〔
二
〇
百
二

　
大
論
に
ま
た
云
く
、
「
問
ふ
、
経
に
五
道
あ
り
と
説
く
。
い
か
ん
ぞ
六
道
と
言
ふ
。
答
ふ
。
仏
去
り
て
久
遠
、
経
法
流
伝
し
、
五

　
百
年
の
後
、
多
く
別
異
あ
り
、
部
部
同
じ
か
ら
ず
。
あ
る
い
は
五
道
と
言
い
、
あ
る
い
は
六
道
と
言
ふ
。
も
し
五
と
説
く
者
は
、

　
経
文
に
お
い
て
文
を
廻
し
て
五
と
説
き
、
も
し
六
と
説
く
者
は
、
仏
経
に
お
い
て
文
を
廻
し
て
六
と
説
く
。
ま
た
摩
詞
行
の
中
、

　
法
華
経
に
六
趣
の
衆
生
あ
り
と
説
く
。
も
ろ
も
ろ
の
義
意
を
観
る
に
、
六
道
あ
る
べ
し
」
と
。
（
大
正
二
五
、
二
八
〇
上
）

㈹
論
日
、
（
二
〇
頁
）

　
法
顕
の
伝
に
之
ー
、
「
法
顕
も
と
戒
律
を
求
め
て
し
か
も
北
天
竺
の
諸
国
、
み
な
師
師
口
伝
し
、
本
の
写
す
べ
き
も
の
な
し
。
こ

　
こ
を
以
て
遠
歩
し
、
乃
ち
中
天
竺
に
至
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
一
部
の
律
を
得
た
り
。
こ
れ
摩
詞
僧
舐
衆
律
な
り
。
ま
た
一
部
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ト
ベ
つ
ば
　
た

　
抄
律
を
得
、
七
千
偶
な
る
べ
し
。
こ
れ
薩
婆
多
衆
律
な
り
。
ま
た
み
な
師
師
口
あ
ひ
伝
授
し
て
、
こ
れ
を
文
字
に
書
せ
ず
」
（
大

　
正
五
一
、
八
六
四
中
）

と
．
、
こ
れ
は
『
高
僧
法
顕
伝
⇔
を
や
や
要
略
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

㈱
論
日
、
（
二
一
頁
）

　
ま
・
．
に
云
ふ
、
「
法
顕
そ
の
時
、
こ
の
経
を
写
さ
ん
と
欲
す
。
そ
の
人
の
言
く
、
こ
れ
経
本
な
し
。
た
だ
口
請
す
る
の
み
」
と
。
（
大

　
正
五
一
、
　
八
六
五
、
下
）
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伽
論
日
、
（
二
一
頁
）

　
金
剛
般
若
に
云
く
、
「
一
切
諸
仏
お
よ
び
諸
仏
法
〔
経
本
は
諸
仏
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
法
〕
は
、
み
な
こ
の
経
よ
り
出
づ
」
と
。

　
二
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
大
正
八
、
七
四
九
中
）

㎝
論
日
、
（
二
一
頁
）

　
無
量
義
に
云
・
＼
「
，
わ
れ
こ
の
経
を
説
（
こ
と
、
甚
深
。
甚
深
。
衆
を
し
て
疾
く
無
上
菩
提
〔
経
本
は
、
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
」

　
を
成
さ
し
む
る
が
故
」
と
。
（
大
正
九
、
三
八
七
中
）

㎝
論
日
、
（
二
　
頁
）

　
金
光
明
に
云
ー
、
「
十
方
の
諸
仏
、
常
に
こ
の
経
を
念
ず
」
と
（
大
正
一
六
、
三
四
四
下
の
偶
文
）

⑳
論
日
、
（
二
一
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
　
ノ

　
大
品
に
云
く
、
＝
切
の
善
法
、
助
道
法
、
も
し
く
は
三
乗
法
、
も
し
く
は
仏
法
、
こ
れ
一
切
法
。
み
な
般
若
波
羅
蜜
の
中
に
撮

　
入
す
」
と
。
（
『
摩
詞
般
若
波
羅
蜜
経
、
ま
た
大
品
般
若
波
羅
蜜
経
』
大
正
八
、
二
六
六
下
）

劔
論
日
、
（
二
一
頁
）

　
ま
た
云
く
、
「
声
聞
乗
を
学
ば
ん
と
欲
す
る
者
は
、
般
若
を
学
ぶ
べ
し
。
縁
覚
乗
を
学
ば
ん
と
欲
す
る
者
は
、
般
若
を
学
ぶ
べ
し
。

　
菩
薩
乗
を
学
ば
ん
と
欲
す
る
者
は
、
般
若
を
学
ぶ
べ
し
」
と
。
（
大
正
八
、
二
三
四
上
）

㎝
論
日
、
　
二
＝
百
C

　
華
厳
に
云
く
、
「
一
切
世
間
、
も
ろ
も
ろ
の
群
生
、
声
聞
道
を
求
め
ん
と
欲
す
る
あ
る
こ
ヒ
勘
な
し
。
縁
覚
を
求
む
る
者
、
う
た

　
た
ま
た
少
な
し
。
大
乗
に
趣
く
者
、
甚
だ
遇
ひ
が
た
し
。
大
乗
に
趣
く
者
は
、
な
ほ
易
し
と
な
す
。
よ
く
こ
の
法
を
信
ず
る
は
、

　
甚
だ
難
し
と
な
す
」
と
。
（
『
六
十
華
厳
』
即
ち
仏
駄
微
陀
羅
訳
『
大
方
廣
仏
華
厳
経
』
賢
首
菩
薩
品
第
八
の
二
、
大
正
九
、
四
四
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一
上
〈
偶
文
〉
）

な
お
『
六
十
華
厳
』
の
偶
文
の
文
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
一
切
世
界
諸
群
生
　
鮮
レ
有
レ
欲
レ
求
二
声
聞
道
一

　
求
一
縁
覚
一
者
韓
復
少
　
求
一
大
乗
一
者
甚
希
有

　
求
二
大
乗
一
者
猶
為
レ
易
　
能
信
二
是
法
一
為
二
甚
難
一
。

⑳
論
日
、
　
（
二
二
頁
）

　
法
華
に
云
く
、
「
わ
が
所
説
の
諸
経
は
、
法
華
最
第
一
」
と
。

『
法
華
経
』
法
師
品
第
十
（
大
正
九
、
三
一
中
偶
文
）
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
我
所
説
諸
経
　
而
於
此
経
中
　
法
華
最
第
↓

⑳
論
日
、
（
二
二
頁
）

　
法
鼓
に
三
口
・
＼
「
一
切
の
空
経
は
、
こ
れ
有
余
の
説
、
た
だ
こ
の
経
あ
り
。
こ
れ
無
上
の
説
」
と
。
（
『
大
法
鼓
経
』
二
巻
、
下
巻

　
大
正
九
、
二
九
六
中
）

倒
論
日
、
（
二
二
頁
）

　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
の
く
ち

　
ま
た
其
の
勝
璽
に
云
く
、
「
摩
詞
術
、
二
乗
の
法
を
出
生
す
る
は
、
阿
褥
池
の
八
大
河
を
出
だ
す
が
ご
と
し
」
と
。

『
勝
萱
経
』
即
ち
、
『
勝
璽
師
子
吼
一
乗
大
方
便
方
廣
経
』
一
乗
章
第
五
に
は
「
摩
詞
桁
者
、
出
二
生
一
切
声
聞
縁
覚
世
間
出
世
間
善

法
一
。
世
尊
。
如
三
阿
褥
大
池
出
一
八
大
河
一
」
（
大
正
一
二
、
二
一
九
中
）

㈱
論
日
、
（
二
二
百
ハ
）

　
文
殊
問
に
云
く
、
「
，
十
八
お
よ
び
本
の
二
、
み
な
大
乗
よ
り
出
づ
」
と
。
（
『
文
殊
師
利
問
経
』
二
巻
、
分
部
品
第
十
五
の
侶
文
、
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大
正
一
四
、
五
〇
一
中
）

㈹
論
日
、
（
二
二
頁
）

　
　
　
か

　
ま
た
其
の
法
華
に
云
く
、
「
四
十
余
年
、
い
ま
だ
真
実
を
顕
わ
さ
ず
」
と
。
（
法
華
で
は
な
く
『
無
量
義
経
』
大
正
九
、
三
八
六
中
、

　
な
お
一
六
頁
、
前
出
⑩
論
日
、
と
同
文
で
あ
る
）

㎝
弘
珊
日
、
　
（
二
二
百
ハ
）

　
ま
た
其
の
華
厳
に
云
・
＼
「
仏
、
成
道
第
二
七
日
に
円
満
修
多
羅
を
説
く
」
と
。
（
『
十
地
経
論
』
に
「
成
道
未
久
第
二
七
日
」
大

　
正
二
六
、
一
二
三
中
の
み
あ
り
）

　
「
如
是
我
聞
　
第
三
」

働
論
日
、
（
二
三
頁
）

　
契
経
に
あ
る
い
は
云
く
、
「
阿
難
座
に
登
り
て
我
聞
と
称
す
。
大
衆
悲
号
す
」
（
処
胎
経
）
と
。

㎝
論
日
、
（
二
三
頁
）

　
あ
る
い
は
こ
れ
を
解
し
て
云
く
、
「
阿
難
は
〔
仏
〕
得
道
の
夜
生
ま
る
。
仏
に
侍
す
る
こ
と
二
十
余
年
、
い
ま
だ
仏
に
侍
せ
ざ
る

　
時
、
こ
れ
聞
か
ざ
る
べ
し
」
と
。

右
の
二
引
用
文
は
『
法
華
文
句
』
巻
一
の
上
、
大
正
三
四
、
四
の
上
、
下
に
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
ま
ま
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

『
処
胎
経
』
即
ち
『
菩
薩
処
胎
経
』
、
『
菩
薩
従
兜
術
天
降
神
母
胎
説
広
普
』
七
巻
（
大
正
一
二
、
　
〇
一
五
上
－
一
〇
五
八
中
）
に

は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
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酬
論
日
、
　
（
二
一
二
百
二

　
報
恩
経
に
云
く
、
「
阿
難
四
願
を
な
す
。
い
ま
だ
聞
か
ざ
る
所
の
経
、
願
は
く
ば
仏
重
ね
て
説
け
」
と
。

㎝
論
口
、
（
二
三
頁
）

　
ま
た
云
く
、
「
仏
口
、
ひ
そ
か
に
た
め
に
説
く
」
と
。

右
の
引
用
文
の
二
は
『
法
華
文
句
』
巻
一
、
上
（
大
正
三
四
、
四
中
）
に
「
報
恩
経
に
云
く
」
と
し
て
そ
の
ま
ま
あ
る
の
を
観
る
。

こ
の
こ
と
を
テ
キ
ス
ト
の
頭
註
は
「
報
恩
経
巻
六
に
基
づ
く
」
と
表
現
し
て
い
る
。
な
お
報
恩
経
即
ち
『
大
方
便
仏
報
恩
経
』
七
巻

失
訳
に
は
右
の
引
用
文
は
な
い
。
あ
る
い
は
「
如
是
我
聞
」
に
つ
い
て
述
べ
る
段
（
大
正
三
、
一
五
五
下
）
を
指
す
か
不
詳
な
り
。

次
の
引
用
文
は
一
法
華
文
句
｛
に
は
な
く
、
二
こ
の
文
の
取
意
引
用
で
あ
ろ
う
。
即
ち
曰
く
。

㈲
論
日
、
　
（
二
一
二
百
二

　
ま
た
云
，
、
、
「
阿
難
、
聞
か
ゴ
、
」
る
所
の
経
を
諸
比
丘
の
辺
に
従
ひ
て
聞
き
、
あ
る
い
は
諸
天
あ
り
て
阿
難
に
向
ひ
て
説
く
」
と
。

「
ま
た
云
く
」
と
あ
れ
ば
直
前
に
引
用
し
た
経
典
に
云
く
と
解
す
る
の
が
常
識
で
あ
る
が
、
『
法
華
文
句
』
に
は
此
の
文
は
な
い
こ

ヒ
は
前
述
し
た
ヒ
ニ
ろ
で
あ
る
。
な
お
テ
キ
ス
ト
頭
註
は
「
法
華
文
句
』
に
併
せ
て
『
仏
祖
統
紀
』
巻
四
（
大
正
四
九
、
一
六
八

中
〉
を
引
用
経
典
と
し
て
挙
げ
イ
、
い
る
が
、
仲
基
の
依
拠
し
た
の
は
『
法
華
文
句
』
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で

き
る
．
”

鮒
論
日
、
（
二
三
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
び

　
処
胎
経
は
則
ち
云
く
、
「
仏
、
金
棺
よ
り
金
腎
を
出
だ
し
て
、
重
ね
て
た
め
に
説
く
」
と
。

引
用
文
㎝
に
続
い
〔
、
『
法
華
文
句
』
（
四
中
）
に
出
て
い
る
の
が
此
の
文
で
あ
る
。
但
し
「
重
ね
て
」
以
下
は
「
重
為
一
阿
難
・
、
現

入
胎
之
相
一
、
諸
経
皆
聞
、
況
余
処
説
耶
」
と
あ
る
。
『
仏
祖
統
紀
』
ま
た
こ
れ
に
同
じ
。
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⑭
論
日
、
〔
二
三
頁
｝

　
金
剛
華
経
は
則
ち
云
ー
、
「
阿
難
、
法
性
覚
自
在
王
三
昧
を
得
た
り
。
故
に
如
来
が
前
に
説
く
所
の
経
は
、
み
な
よ
く
憶
持
し
、

　
親
聞
と
異
な
る
な
し
」
と
。

テ
キ
ス
ト
頭
註
に
「
こ
の
経
不
明
。
誤
記
か
」
と
あ
る
。
や
は
り
不
詳
で
あ
る
。

㈲
論
日
、
（
二
三
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
こ
う

　
浬
繋
経
は
則
ち
云
く
、
「
わ
れ
浬
繋
の
後
、
阿
難
い
ま
だ
聞
か
ざ
る
所
の
者
を
、
弘
広
菩
薩
は
広
く
流
布
す
べ
し
」
と
。

こ
れ
は
「
浬
繋
経
』
僑
陳
如
品
第
二
十
五
の
二
（
大
正
一
二
、
八
五
〇
中
）
の
文
の
引
用
で
あ
る
。

㈹
論
日
、
（
二
三
頁
）

　
大
論
ま
た
云
く
、
「
五
百
歳
の
後
、
お
の
お
の
分
別
し
て
五
百
部
あ
り
」
と
。

こ
れ
は
『
大
智
度
論
』
釈
信
請
品
第
四
十
一
の
余
（
大
正
二
五
、
五
〇
三
下
）
の
文
で
あ
る
。

㈲
論
日
、
（
二
四
頁
）

　
大
論
に
云
く
、
「
問
ひ
て
日
・
＼
も
し
仏
、
阿
難
に
嘱
累
せ
ば
、
こ
れ
般
若
波
羅
蜜
を
、
仏
の
般
浬
藥
の
の
ち
、
阿
難
、
大
迦
葉

　
と
と
も
に
三
蔵
を
結
集
す
。
こ
の
中
に
何
を
も
っ
て
説
か
ざ
る
と
。
答
へ
て
曰
く
、
摩
詞
術
は
甚
深
、
難
信
〔
難
解
〕
難
行
、
仏

　
在
世
の
時
す
ら
、
も
ろ
も
ろ
の
比
丘
あ
り
て
摩
詞
術
を
聞
く
に
、
不
信
不
解
、
故
に
坐
よ
り
し
て
起
つ
。
何
ぞ
い
は
ん
や
仏
浬
磐

　
の
の
ち
を
や
。
こ
こ
を
も
っ
て
の
故
に
、
説
か
ず
」
と
。

こ
れ
は
　
大
智
度
論
』
釈
嘱
累
品
第
九
〇
（
大
正
二
五
、
七
五
六
上
）
の
文
の
引
用
で
あ
る
。

㈲
論
日
、
（
二
四
頁
）

　
ま
た
云
ー
、
「
人
あ
り
て
言
ふ
、
摩
詞
迦
葉
の
ご
と
き
、
諸
比
丘
と
老
日
闇
屹
山
の
中
に
あ
り
て
三
蔵
を
集
む
。
仏
滅
度
の
の
ち
、
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ち
ゆ
う
り
よ
う

　
文
殊
　
利
、
弥
勒
の
諸
大
菩
薩
も
ま
た
、
阿
難
と
こ
の
摩
詞
術
を
集
む
。
ま
た
、
阿
難
は
衆
生
の
志
業
の
大
小
を
壽
量
す
る
を
知

　
る
。
こ
の
故
に
、
声
聞
人
中
に
お
い
て
摩
詞
衛
を
説
か
ず
。
説
け
ば
則
ち
、
錯
乱
し
て
弁
を
な
す
所
な
し
」
と
。

前
に
同
じ
く
『
大
智
度
論
』
釈
嘱
累
品
第
九
〇
（
大
正
二
五
、
七
五
六
中
）
の
文
の
引
用
で
あ
る
。

㈲
論
日
、
（
二
五
頁
）

　
あ
る
い
は
こ
れ
を
解
き
て
云
く
「
後
時
、
文
殊
は
諸
菩
薩
お
よ
び
大
阿
羅
漢
を
召
し
て
、
大
乗
法
蔵
を
結
集
す
る
に
、
お
の
お
の

　
言
ふ
。
某
の
経
は
わ
れ
仏
よ
り
聞
け
り
と
。
須
菩
提
言
ふ
、
金
剛
般
若
は
わ
れ
仏
よ
り
聞
け
り
と
。
故
に
知
る
、
阿
難
に
局
せ
ざ

　
る
を
」
と
。

こ
れ
は
「
法
苑
珠
林
』
千
仏
篇
第
五
、
結
集
部
第
十
五
（
大
正
五
三
、
三
七
三
中
）
の
文
の
引
用
で
あ
る
。
そ
の
文
は
左
の
如
く
で

あ
る
。

　
文
殊
後
結
集
、
召
諸
菩
薩
及
大
羅
漢
無
量
無
辺
。
各
言
某
経
我
従
仏
聞
。
須
菩
提
言
金
剛
般
若
我
従
仏
聞
。
諸
経
当
部
各
有
弟
子

　
同
時
聞
者
、
並
言
我
親
従
仏
聞
。
故
知
不
局
阿
難
。
（
大
正
五
三
、
三
七
三
中
）

6ω

_
日
、
（
二
五
頁
）

　
処
胎
経
に
云
く
、
「
阿
難
最
初
の
出
経
は
、
第
一
胎
化
蔵
、
第
二
中
陰
蔵
、
第
三
摩
詞
行
方
等
蔵
、
第
四
戒
律
蔵
、
第
五
十
住
菩

　
薩
蔵
、
第
六
雑
蔵
、
第
七
金
剛
蔵
、
第
八
仏
蔵
、
こ
れ
を
経
法
具
足
と
な
す
」
と

『
菩
薩
処
胎
経
』
出
経
品
第
三
十
八
の
文
（
大
正
一
二
、
一
〇
五
八
中
）
は
、
最
初
出
経
、
胎
化
蔵
為
第
一
、
中
陰
蔵
第
二
、
摩
詞

術
方
等
蔵
第
三
、
戒
律
蔵
第
四
、
十
住
菩
薩
蔵
第
五
、
雑
蔵
第
六
、
金
剛
蔵
第
七
、
仏
蔵
第
八
、
是
為
釈
迦
文
仏
経
法
旦
ハ
足
　

で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　
こ
の
「
富
永
仲
基
一
出
定
後
語
』
再
考
に
お
い
て
は
『
出
定
後
語
』
を
正
し
く
読
む
た
め
に
、
出
典
を
確
か
め
、
ま
た
、
漢
文
の

国
訳
に
お
い
て
誤
訳
は
な
か
っ
た
か
等
々
を
検
討
し
た
の
ち
に
『
出
定
後
語
』
初
三
章
に
お
け
る
仲
基
の
所
論
を
要
約
し
、
学
祖
井

上
円
了
博
±
の
批
判
、
筆
者
の
批
判
な
ど
を
こ
れ
に
加
え
て
再
び
『
出
定
後
語
』
な
る
書
の
性
格
を
明
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
、

頭
初
に
意
図
し
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
わ
ず
か
に
出
典
を
検
討
す
る
こ
と
の
み
に
終
っ
た
。
続
稿
に
お
い
て
論
じ
洩
ら

し
た
諸
点
を
補
説
し
て
充
足
を
期
し
た
い
。

註

川一，円了ア・大輯鷲”‘

ほ
　
水
野
弘
元
『
経
典
、
そ
の
成
立
と
展
開
』
昭
和
五
五
、
佼
正
出
版
社
、
四
二
頁

の
　
上
掲
書
、
四
三
頁

⑬
　
上
掲
書
、
四
三
、
四
四
頁
。

④
　
上
掲
書
、
四
七
頁

倒
　
水
田
紀
久
、
有
坂
隆
道
編
『
富
永
仲
基
、
山
片
旙
桃
』
昭
和
四
八
、
岩
波
書
店
（
日
本
思
想
大
系
四
三
）
所
収
、
水
田
紀
久
・

　
梅
谷
文
夫
論
文
（
六
四
五
頁
以
下
）

⑥
　
上
掲
書
、
六
六
八
頁
以
下
。

m
　
『
樗
伽
経
　
「
現
証
法
第
四
」
（
大
正
一
六
、
六
一
九
上
）
の
偶
文
に
、

　
十
地
を
則
ち
初
と
な
し
、
初
を
則
ち
八
地
ヒ
な
す
…
…
（
中
略
）
…
…
無
相
に
何
の
次
か
有
ら
ん
と
あ
る
を
指
す
。
　
　
以
上
。
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